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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像（２０）が中に符号化されるビットストリーム（３０）を復号するように構成され
た装置であって、前記画像のサンプル配列は、ブロックに分割され、前記ビットストリー
ムは各ブロックに関し前記各ブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モードで
符号化されるかを示し、前記装置は、現在のブロックに関して、前記現在のブロックと関
連した符号化パラメータが、統合候補に従って統合によりセットされることになるか、ま
たは、前記ビットストリーム（３０）から取り出されることになるかについての第１の決
定、および、前記画像（２０）の前記現在のブロックが、いかなる残差データもなしで、
前記現在のブロックと関連した前記符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて再
構築されることになるか、または、前記ビットストリーム（３０）の中の残差データによ
って、前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータに応じた前記予測信
号をリファインすることによって再構築されることになるかについての第２の決定、およ
び前記現在のブロックがインター予測モードで符号化されるかについての第３の決定に関
する前記ビットストリーム（３０）の中のフラグに共通に応答するようにコンピュータプ
ログラムとして実装され、
　その結果、前記装置は、
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関
連した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることになること、前記現在
のブロックの前記残差データが送信されないこと、および前記現在のブロックがインター
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予測モードで符号化されることをシグナリングする場合、
　　統合候補に従って前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータをセ
ットすることによって前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータが得
られるように統合を実行し、かつ、前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パ
ラメータを得て、いかなる残差データもなしで、前記符号化パラメータに応じた予測信号
のみに基づいて前記インター予測モードを使用して前記画像（２０）の前記現在のサンプ
ルセット（４０）を再構築し、かつ、
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関
連した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることにならないことをシグ
ナリングする場合、
　前記ビットストリームから前記現在のブロックがイントラ予測モードまたはインター予
測モードで符号化されるかをシグナリングするシンタックス要素を抽出し、前記現在のブ
ロックがさらに分割される前記現在の各分割に関し、前記シンタックス要素が前記現在の
ブロックがインター予測モードで符号化されることをシグナリングする場合、統合フラグ
は、前記各分割に関し前記統合のアクティブ化をシグナリングすることを特徴とする、装
置。
【請求項２】
　前記装置は、前記装置が、
　前記ビットストリームの中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関連した前
記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることになることをシグナリングしな
い場合、
　　前記ビットストリーム内の前記統合フラグに応じて、前記装置が、
　　　前記現在のブロック（４０）の各分割と関連した前記符号化パラメータが統合候補
に従って前記現在のブロック（４０）の各分割と関連した前記符号化パラメータをセット
することによって得られ、前記ビットストリーム（３０）から前記現在のブロック（４０
）の各分割についての残差データを得て、前記予測信号および前記残差データに基づいて
前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）の各分割を再構築するように前記現在の
ブロックの前記各分割に関する前記統合をアクティブ化する、または、
　　　前記ビットストリーム（３０）から前記現在のブロック（４０）の各分割と関連し
た前記符号化パラメータを抽出し、前記ビットストリーム（３０）から前記現在のブロッ
ク（４０）の各分割についての残差データを得て、前記予測信号および前記残差データに
基づいて前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）の各分割を再構築するように、
　　前記現在のブロックの各分割に関して前記ビットストリームの中の前記統合フラグに
応答するように、構成されることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　符号化された画像（２０）を有するビットストリームを復号するための装置であって、
　サンプル（４０）のブロックに前記画像（２０）を細分化するように構成されたサブデ
ィバイダー（８２）と、
　１つ又は複数のブロックのグループに前記ブロック（４０）をそれぞれ統合するように
構成されたマージャー（８４）と、
　ブロックの前記グループの単位で、前記画像（２０）の全域で異なる符号化パラメータ
を使用して、前記画像（２０）を復号するように構成された復号器（８６）であって、前
記復号器（８６）は、所定のブロックに関して、前記画像（２０）を予測し、前記所定の
ブロックについての予測残差を復号し、前記予測残差と前記画像（２０）を予測すること
から生じる予測とを組み合わせることによって前記画像を復号するように構成された復号
器であって、前記ビットストリームは、各ブロックに関し、前記各ブロックがイントラ予
測モードまたはインター予測モードで符号化されるかをシグナリングするように構成され
た前記復号器（８６）と、
　前記ブロック（４０）の少なくともサブセットの各々のための１つ又は複数のシンタッ
クス要素とともに、前記各ブロック（４０）がインター予測モードで符号化されるか、前
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記各ブロックは、他のブロック（４０）とともに前記グループのうちの１つに統合される
ことになるか、および前記各ブロックの残差データは送信されることにならないかどうか
に関してシグナリングする、前記ビットストリーム（３０）から前記予測残差および前記
符号化パラメータを抽出するように構成されたエクストラクター（８８）であって、前記
マージャー（８４）は、前記１つ又は複数のシンタックス要素に応答して、前記統合を実
行するように構成される、前記エクストラクターとを含み、
　前記１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つは、前記各ブロック（
４０）が、インター予測モードで符号化され、他のブロック（４０）とともに前記グルー
プのうちの１つに統合されることになっており、前記ビットストリーム（３０）に、符号
化され、挿入された予測残差を有しないことを信号化し、かつ、前記エクストラクター（
８８）は、前記ビットストリームから、前記１つまたは複数のシンタックス要素が前記可
能な状態の１つを仮定しない各ブロックに関し、前記各ブロックがイントラ予測モードま
たはインター予測モードで符号化されるかをシグナリングするシンタックス要素を抽出す
るように構成され、分割情報は、前記各ブロックの分割を信号化し、かつ前記各ブロック
が前記分割情報に従って分割される各分割に関し、前記各ブロックがインター予測モード
で符号化される場合、統合フラグを信号化し、前記統合フラグは、前記各分割のための前
記統合を個々にアクティブ化するように構成されていることを特徴とする、装置。
【請求項４】
　前記エクストラクターはまた、前記ビットストリームから細分化情報を抽出するように
も構成され、かつ、前記サブディバイダーは、前記細分化情報に応答して、ブロックに前
記画像を細分化するように構成されることを特徴とする、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記エクストラクターおよび前記マージャーは、ブロック走査順に従って、前記ブロッ
クを通って順次進むように構成され、かつ、現在のブロックに関して、
　前記ビットストリームから第１のバイナリシンタックス要素を抽出し、
　前記第１のバイナリシンタックス要素が、第１のバイナリ状態をとる場合、前記現在の
ブロックについての前記符号化パラメータがこのグループと関連した前記符号化パラメー
タと等しいことを推定することによって、前記グループのうちの１つに前記現在のブロッ
クを統合し、前記現在のブロックについての前記予測残差の前記抽出をスキップし、ブロ
ック走査順における次のブロックに進み、
　前記第１のバイナリシンタックス要素が、第２のバイナリ状態をとる場合、前記ビット
ストリームから第２のシンタックス要素を抽出し、
　前記第２のシンタックス要素に応じて、前記グループのうちの１つに、前記現在のブロ
ックについての前記符号化パラメータがこのグループと関連した前記符号化パラメータに
等しいことを推定することによって、前記現在のブロックを統合する、または、前記現在
のブロックについての前記予測残差に関する少なくとも１つの更なるシンタックス要素を
抽出することによって、前記現在のブロックについての前記符号化パラメータの前記抽出
を実行するように構成されることを特徴とする、請求項３又は請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　ビットストリーム（３０）に画像（２０）を符号化するための装置であって、前記画像
（２０）のサンプル配列は、ブロック（４０）に分割され、かつ前記ビットストリームは
、各ブロックに関し前記各ブロックはイントラ予測モードまたはインター予測モードで符
号化されるかをシグナリングし、前記装置は、現在のブロックに関して、前記現在のブロ
ック（４０）と関連した符号化パラメータが、統合候補に従って統合されることによりセ
ットされることになるか、または、前記ビットストリーム（３０）から取り出されること
になるかに関して、および、前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）が、いかな
る残差データもなしで、前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータに
応じた予測信号のみに基づいて再構築されることになるか、または、前記ビットストリー
ム（３０）の中の残差データによって前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化
パラメータに応じた前記予測信号をリファインすることによって再構築されることになる
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かに関して、および前記現在のブロックがインター予測モードで符号化されるかの第３の
決定を共通にシグナリングする前記ビットストリームの中のフラグを符号化するようにコ
ンピュータプログラムとして実装され、
　その結果、前記装置は、
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関
連した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることになること、前記現在
のブロックの前記残差データが送信されないこと、および前記現在のブロックが前記イン
ター予測モードで符号化されることをシグナリングする場合、
　　前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータが、統合候補に従って
セットされて、前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）が、いかなる残差データ
もなしで、前記符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて前記インター予測モー
ドを使用して再構築されることになるように前記統合がアクティブ化され、かつ
　前記ビットストリーム（３０）内の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関連
した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされないことになることをシグナリ
ングする場合、
　　シンタックス要素を前記現在のブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モ
ードで符号化されるかをシグナリングするビットストリームに挿入し、かつ、前記シンタ
ックス要素が、前記現在のブロックがさらに分割される前記現在のブロックの各分割に関
し、前記現在のブロックがインター予測モードで符号化されることをシグナリングする場
合、統合フラグは前記各分割に関し前記統合のアクティブ化をシグナリングすることを特
徴とする、装置。
【請求項７】
　画像を符号化するための装置であって、
　サンプルのブロックに前記画像を細分化するように構成されたサブディバイダー（７２
）と、
　前記ブロックを１つ又は複数のブロックのグループにそれぞれ統合するように構成され
たマージャー（７４）と、
　ブロックの前記グループの単位で、前記画像の全域で異なる符号化パラメータを使用し
て、前記画像を符号化するように構成された符号器（７６）であって、前記符号器（７６
）は、前記画像を予測して、所定のブロックについての予測残差を符号化することによっ
て、前記画像を符号化するように構成され、各ブロックに関し前記ビットストリームは、
前記各ブロックがイントラ予測モードあるいはインター予測モードで符号化されるかをシ
グナリングする、前記符号器（７６）と、
　前記ブロックの少なくともサブセットの各々についての１つ又は複数のシンタックス要
素とともに、前記各ブロックがインター予測モードで符号化されるか、前記各ブロックが
他のブロックとともに前記グループのうちの１つに統合されるかおよび前記各ブロックの
残差データが送信されることにならないか否かをシグナリングする、ビットストリームに
前記予測残差および前記符号化パラメータを挿入するように構成されたストリームジェネ
レータ（７８）とを含み、
　前記１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つは、前記各ブロックが
インター予測モードで符号化され、他のブロックとともに前記グループのうちの１つに統
合されることになっており、前記ビットストリームに、符号化され、挿入された予測残差
を有しないことを信号化し、かつ、前記ストリームジェネレータ（７８）は、前記１つま
たは複数のシンタックス要素が前記可能な状態の１つを仮定しない各ブロックに関し前記
ビットストリームに挿入するように構成され、シンタックス要素は各ブロックがイントラ
予測モードまたはインター予測モードで符号化されたかをシグナリングし、分割情報は、
前記ビットストリーム内で前記各ブロックの分割を信号化し、かつ前記各ブロックが前記
分割情報に従って分割される各分割に関し、統合フラグを信号化し、前記統合フラグは、
前記各分割のための前記統合を個々にアクティブ化することを特徴とする、装置。
【請求項８】
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　画像（２０）が中に符号化されるビットストリーム（３０）を復号するための方法であ
って、前記画像のサンプル配列は、ブロックに分割され、かつ前記ビットストリームは、
各ブロックに関し前記各ブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モードで符号
化されるかをシグナリングし、前記方法は、前記方法を実行するためにプログラムされた
コンピュータにより実行され、前記方法は、現在のブロックに関して、前記現在のブロッ
クと関連した符号化パラメータが、統合候補に従って統合されることによりセットされる
ことになるか、または、前記ビットストリーム（３０）から取り出されることになるかに
ついての第１の決定、および、前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）が、いか
なる残差データもなしで、前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータ
に応じた予測信号のみに基づいて再構築されることになるか、または、前記ビットストリ
ームの中の残差データによって、前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラ
メータに応じた前記予測信号をリファインすることによって再構築されることになるかに
ついての第２の決定、および前記現在のブロックがインター予測ブロックで符号化される
かについての第３の決定に関する、前記ビットストリーム（３０）の中のフラグに共通に
反応するステップを含み、
　その結果、
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関
連した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることになること、前記現在
のブロックの前記残差データが送信されないこと、および前記現在のブロックがインター
予測モードで符号化されることをシグナリングする場合、
　　前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータが、統合候補に従って
前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータをセットすることによって
得られ、かつ、前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）が、いかなる残差データ
もなしで、前記符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて前記インター予測モー
ドを使用して再構築されるように前記統合が実行され、かつ
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）に関
連した前記符号化パラメータが統合パラメータに従ってセットされることにならないこと
をシグナリングする場合、
　　シンタックス要素は、イントラ予測モードまたはインター予測モードで符号化される
かをシグナリングし、かつ、前記シンタックス要素が、前記現在のブロックがさらに分割
される前記現在のブロックの各パーティションに関し前記現在のブロックがインター予測
モードで符号化されることをシグナリングする場合、前記各分割に関する前記統合のアク
ティブ化を示す統合フラグは、前記ビットストリームから抽出されることを特徴とする、
方法。
【請求項９】
　符号化された画像（２０）を有するビットストリームを復号するための方法であって、
前記方法は、前記方法を実行するためにプログラムされたコンピュータにより実行され、
前記方法は、
　ブロックに前記画像（２０）を細分化するステップと、
　前記ブロックを１つ又は複数のブロックのグループにそれぞれ統合するステップと、
　ブロックのグループの単位で、前記画像（２０）の全域で異なる符号化パラメータを使
用して、前記画像（２０）を復号するステップであって、前記画像（２０）を予測して、
所定のブロックについての予測残差を復号して、前記予測残差と前記所定のブロックに関
する前記画像（２０）を予測することから生じる予測とを組み合わせることによって、前
記画像を復号するように構成されるステップであって、各ブロックについて前記ビットス
トリームは前記各ブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モードで符号化され
るかをシグナリングする前記ステップと、
　前記ブロック（４０）の少なくともサブセットの各々のための１つ又は複数のシンタッ
クス要素とともに、前記各ブロック（４０）がインター予測モードで符号化されるか、前
記各ブロックが他のブロックとともに前記グループのうちの１つに統合されることになる
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かおよび前記各ブロックの前記残差データが送信されないことになるかどうかをシグナリ
ングする、前記ビットストリーム（３０）から前記予測残差および前記符号化パラメータ
を抽出するステップであって、前記統合（８４）は、前記１つ又は複数のシンタックス要
素に応答して実行される前記ステップとを含み、
　前記１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つは、前記各ブロック（
４０）が、インター予測モードで符号化され、他のブロック（４０）とともに前記グルー
プのうちの１つに統合されることになっており、前記ビットストリーム（３０）に、符号
化され、挿入された予測残差を有しないことを信号化し、かつ、前記抽出は、前記ビット
ストリームから、前記１つまたは複数のシンタックス要素が前記可能な状態の１つを仮定
しない各ブロックに関し、前記各ブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モー
ドで符号化されるかをシグナリングするシンタックス要素、前記各ブロックの分割をシグ
ナリングする分割情報、および前記各ブロックが前記分割情報に従って分割される各分割
に関し、前記各ブロックがインター予測モードで符号化される場合、統合フラグを抽出し
、前記統合フラグは、前記各分割のための前記統合を個々にアクティブ化することを特徴
とする、前記方法。
【請求項１０】
　ビットストリーム（３０）に画像（２０）を符号化するための方法であって、前記画像
（２０）のサンプル配列は、ブロック（４０）に分割され、かつ前記ビットストリームは
、各ブロックについて前記各ブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モードで
符号化されるかをシグナリングし、前記方法は、前記方法を実行するためにプログラムさ
れたコンピュータにより実行され、前記方法は、現在のブロックに関して、前記現在のブ
ロック（４０）と関連した符号化パラメータが、統合候補に従って統合されることにより
セットされることになるか、または、前記ビットストリーム（３０）から取り出されるこ
とになるかに関して、および、前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）が、いか
なる残差データもなしで、前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータ
に応じた予測信号のみに基づいて、再構築されることになるか、または、前記ビットスト
リーム（３０）の中の残差データによって、前記現在のブロック（４０）と関連した前記
符号化パラメータに応じた前記予測信号をリファインすることによって、再構築されるこ
とになるかに関して、および前記現在のブロックがインター予測モードで符号化されるか
の第３の決定を共通にシグナリングする前記ビットストリームの中のフラグを符号化する
ステップを含み、
　その結果、
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関
連した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることになること、前記現在
のブロックの前記残差データが送信されないこと、および前記現在のブロックがインター
予測モードで符号化されること、をシグナリングする場合、
　　前記現在のブロック（４０）と関連した前記符号化パラメータが、統合候補に従って
セットされて、前記画像（２０）の前記現在のブロック（４０）が、いかなる残差データ
もなしで、前記符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて前記インター予測モー
ドを使用して再構築されることになるように前記統合がアクティブ化され、かつ、
　前記ビットストリーム（３０）の中の前記フラグが、前記現在のブロック（４０）と関
連した前記符号化パラメータが統合候補に従ってセットされることにならないことをシグ
ナリングする場合、
　　シンタックス要素が前記現在のブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モ
ードで符号化されるかをシグナリングし、前記シンタックス要素が、前記現在のブロック
がさらに分割される前記現在の各分割について、インター予測モードで符号化され、統合
フラグが前記ビットストリームに挿入された前記各分割に対し前記統合の活動化をシグナ
リングすることを特徴とする、方法。
【請求項１１】
　画像を符号化するための方法であって、
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　前記方法は、前記方法を実行するためにプログラムされたコンピュータにより実行され
、前記方法は、
　サンプルのブロックに前記画像を細分化するステップと、
　前記ブロックを１つ又は複数のブロックのグループにそれぞれ統合するステップと、
　ブロックの前記グループの単位で、前記画像の全域で異なる符号化パラメータを使用し
て、前記画像を符号化するステップであって、前記符号器（７６）は、前記画像を予測し
て、所定のブロックについての予測残差を符号化することによって、前記画像を符号化す
るように構成され、各ブロックに関し前記ビットストリームは、前記各ブロックがイント
ラ予測モードあるいはインター予測モードで符号化されるかをシグナリングする、前記ス
テップと、
　前記ブロックの少なくともサブセットの各々についての１つ又は複数のシンタックス要
素とともに、前記各ブロックがインター予測モードで符号化されるか、前記各ブロックが
他のブロックとともに前記グループのうちの１つに統合されるかおよび前記各ブロックの
残差データが送信されることにならないか否かをシグナリングする、ビットストリームに
、前記予測残差および前記符号化パラメータを挿入するステップとを含み、
　前記１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つは、前記各ブロックが
インター予測モードで符号化され、他のブロックとともに前記グループのうちの１つに統
合されることになっており、前記ビットストリームに、符号化され、挿入された予測残差
を有しないことを信号化し、前記１つ又は複数のシンタックス要素が前記可能な状態の１
つを仮定しない各ブロックに関し、前記挿入は、ビットストリームへの挿入を含み、シン
タックス要素は、前記各ブロックがイントラ予測モードまたはインター予測モードで符号
化されるかを信号化し、分割情報は、前記ビットストリーム内で前記各ブロックの分割を
信号化し、かつ前記各ブロックが前記分割情報に従って分割される各分割に関し、統合フ
ラグを信号化し、前記統合フラグは、前記各分割のための前記統合を個々にアクティブ化
することを特徴とする、前記方法。
【請求項１２】
　コンピュータ上で動作するときに、請求項８ないし請求項１１のいずれかに記載の方法
を実行するためのプログラムコードを有するコンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、画像および／またはビデオ符号化、および、特に、ブロック分割およびスキッ
プモードをサポートするコーデックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの画像および／またはビデオコーデックは、ブロックの単位で画像を処理する。例
えば、予測コーデックは、予測パラメータについてあまりにも多くの補助情報を使うこと
になるが、高空間分解能で予測パラメータセットを非常に正確に設定することと、予測パ
ラメータの低空間分解能のために予測残差を符号化するのに必要なビット量の増加を招く
、予測パラメータを非常に粗く設定することとの間の良い妥協点を得るために、ブロック
粒度を使用する。要するに、予測パラメータのための最適な設定が、両端の間のどこかに
ある。
【０００３】
　上述の課題についての最適解を得るために、いくつかの試みがなされている。例えば、
行および列に規則的に配置されたブロックへの画像の規則的な細分化を使用する代わりに
、マルチツリー分割する細分化は、細分化情報のための適切な要求でブロックに画像を細
分化することの自由度を増加させようとする。しかし、マルチツリー細分化さえも、著し
い量のデータの信号化を必要とし、画像を細分化する際の自由度は、このようなマルチツ
リー細分化を使用する場合でさえ、かなり制限される。
【０００４】
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　画像細分化を信号化するために必要な補助情報の量と、画像を細分化する際の自由度と
の間のより良いトレードオフを可能にするために、ブロックの統合が、統合情報を信号化
するために必要な妥当な量の追加データで、可能な画像細分化の数を増加させるために使
用されることができる。統合されているブロックに関しては、結果として生じるブロック
の統合されたグループが画像の直接細分化された部分であるかのように、同様に、符号化
パラメータは、全体でただ一度だけビットストリームの中で送信されることを必要とする
。
【０００５】
　画像内容を符号化する際の効率をさらに増加させるために、スキップモードは、いくつ
かのブロックベースの画像コーデックに導入され、スキップモードは、符号器が特定のブ
ロックの残差データを復号器に送信することを避けることを可能にした。すなわち、スキ
ップモードは、特定のブロックについての残差データ送信を抑制するという可能性である
。特定のブロックに関する残差データの送信を抑制する性能は、結果として符号化品質と
費やされる全体のビットレートとの間の最適トレードオフが期待されうる符号化／予測パ
ラメータを符号化するためのより広い粒度間隔をもたらす。当然、このことにより残差デ
ータを符号化するのに必要なレートを低下させている残余部分を減少させるが、その一方
で、符号化／予測パラメータの符号化の空間分解能を増加させることは、結果として補助
情報レートの増加をもたらす。しかし、スキップモードを利用可能性であることによって
、残余部分が非常に小さいので残余部分の別個の送信も省略しうるように、符号化／予測
パラメータが送信される粒度を適度に更に増加させるだけで、急激な符号化レートの節約
を得ることが有利でありえる。
【０００６】
　しかしながら、ブロック統合およびスキップモード使用の組み合わせによって新たに生
じる残存する冗長のため、なお、より良い符号化効率を達成する必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように、本発明の目的は、増加した符号化効率を有する符号化構想を供給すること
である。この目的は、出願に係る独立請求項によって達成される。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の根底にある考えは、統合のアクティブ化およびスキップモードのアクティブ化
の両方に関してビットストリームの中で共通の信号化が使用される場合、更なる符号化効
率の増加が達成されうるということである。すなわち、ビットストリームの中の１つ又は
複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つが、画像の現在のサンプルセットに関
して、各サンプルセットが統合されることになっており、符号化されてビットストリーム
に挿入された予測残差を有しないことを信号化しうる。別な言い方をすれば、共通のフラ
グが、現在のサンプルセットと関連した符号化パラメータが、統合候補に従ってセットさ
れることになるか、または、ビットストリームから取り出されることになるか、並びに、
画像の現在のサンプルセットが、いかなる残差データもなしで、現在のサンプルセットと
関連した符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて、再構築されることになるか
どうか、または、ビットストリームの中の残差データによって現在のサンプルセットと関
連した符号化パラメータに応じた予測信号をリファインすることによって再構築されるこ
とになるかを共通に信号化する。
【０００９】
　本発明の発明者は、この統合のアクティブ化とスキップモードのアクティブ化の共通の
信号化の導入が、統合のアクティブ化および／またはスキップモードのアクティブ化を互
いに別々に信号化するための付加的オーバーヘッドが、低減されうる、または、統合およ
びスキップモードが同時にアクティブ化されない場合には費やされる必要がありうるよう
に、ビットレートを節約することを発見した。
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【００１０】
　本発明の有利な実施態様は、付随した従属請求項の対象である。
【００１１】
　本願の好ましい実施態様は、図に関して更に詳細に以下に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、実施形態による符号化のための装置のブロック図を示す。
【図２】図２は、より詳細な実施形態による符号化のための装置のブロック図を示す。
【図３】図３は、実施形態による復号のための装置のブロック図を示す。
【図４】図４は、より詳細な実施形態による復号のための装置のブロック図を示す。
【図５】図５は、図１または図２の符号器の可能な内部構造のブロック図を示す。
【図６】図６は、図３または図４の復号器の可能な内部構造のブロック図を示す。
【図７ａ】図７ａは、ツリールートブロック、符号化単位（ブロック）、および予測単位
（パーティション）に画像の可能な細分化を概略的に示す。
【図７ｂ】図７ｂは、図示に従ってパーティションのレベルにまで、図７ａに示されたツ
リールートブロックの細分化ツリーを示す。
【図８】図８は、実施形態による可能なサポートされた分割パターンのセットのための実
施形態を示す。
【図９】図９は、図８に従ってブロック分割を使用するときに、ブロック統合とブロック
分割を組み合わせることから効率的に生じる可能な分割パターンを示す。
【図１０】図１０は、実施形態によるスキップ／ダイレクトモードのための候補ブロック
を示す。
【図１１】図１１は、実施形態によるシンタックスのシンタックス部分を示す。
【図１２】図１２は、実施形態によるシンタックスのシンタックス部分を示す。
【図１３ａ】図１３ａは、実施形態によるシンタックスのシンタックス部分を示す。
【図１３ｂ】図１３ｂは、実施形態によるシンタックスのシンタックス部分を示す。
【図１４】図１４は、実施形態によるパーティションのための隣接したパーティションの
定義を概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下の記載に関して、同じ参照符号が異なる図に関係して使用されるときはいつでも、
これらの図の１つに関して提示された各要素に関連した説明が、１つの図から他の図へと
説明を移ることがこの他の図の残りの記載と矛盾しない場合には、同様に、他の図に適用
される点に留意されたい。
【００１４】
　図１は、ビットストリーム３０に画像２０を符号化する装置１０を示す。当然、画像２
０は、符号器がビデオエンコーダである場合にはビデオの一部でありえる。
【００１５】
　図１には明示的に示されてはいないが、画像２０は、サンプルの配列として示される。
画像２０のサンプル配列は、サンプルセット４０に分割される。そして、それらは、画像
２０の重なりなしの１つの連結された領域をカバーしているサンプルセットなどのいかな
るサンプルのセットでもありえる。理解を容易にするために、サンプルセット４０がブロ
ック４０として（以下、ブロックと呼ぶ）示されるが、以下の記載は、特別な種類のサン
プルセット４０に制限されるものとしてみなされるべきではない。具体的な実施形態によ
れば、サンプルセット４０は、長方形のおよび／または正方形のブロックである。
【００１６】
　例えば、画像２０は、例として図１に示されるようにブロック４０が行および列に配置
されるように、ブロック４０の規則的な配置に細分化されうる。しかし、ブロック４０へ
の画像２０の他のいかなる細分化も可能でありうる。特に、ブロック４０への画像２０の
細分化は、固定されうる、すなわち、デフォルトで復号器に知られうる、または、復号器
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へのビットストリーム３０の中でシグナリングされうる。特に、画像２０のブロック４０
は、サイズの点で変わりうる。例えば、クワッドツリー（ｑｕａｄ－ｔｒｅｅ）細分化な
どのマルチツリー細分化は、この場合、マルチツリー細分化のリーフブロック（ｌｅａｆ
　ｂｌｏｃｋ）を形成するブロック４０を得るために、画像２０に、または、規則的に配
置されたツリールートブロックへの画像２０の規則的な予めの細分化に適用されうる。
【００１７】
　いずれにせよ、符号器１０は、現在のサンプルセット４０に関して、現在のサンプルセ
ット４０と関連した符号化パラメータが、統合候補に従ってセットされることになるか、
または、ビットストリーム３０から取り出されることになるかどうか、そして、画像２０
の現在のサンプルセットが、いかなる残差データなしで、現在のサンプルセットと関連し
た符号化パラメータに応じた予測信号にのみ基づいて再構築されることになるか、または
、ビットストリーム３０の中の残差データによって、現在のサンプルセット４０と関連し
た符号化パラメータに応じた予測信号をリファインすることによって再構築されることに
なるかどうかを共通にシグナリングする、ビットストリーム３０の中のフラグを符号化す
るように構成される。例えば、符号器１０は、現在のサンプルセット４０に関して、第１
の状態をとる場合、現在のサンプルセット４０と関連した符号化パラメータが、ビットス
トリーム３０から取り出されることになるのではなく、統合候補に従ってセットされるこ
とになること、および、画像２０の現在のサンプルセットが、いかなる残差データなしで
、現在のサンプルセットと関連した符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて再
構築されることになることを、そして、他の状態をとる場合、現在のサンプルセット４０
と関連した符号化パラメータが、ビットストリーム３０から取り出されることになること
、または、画像２０の現在のサンプルセットが、ビットストリーム３０の中の残差データ
によって、現在のサンプルセット４０と関連した符号化パラメータに応じた予測信号をリ
ファインすることによって再構築することになることを共通にシグナリングする、ビット
ストリーム３０の中のフラグを符号化するように構成される。このことは、以下のことを
意味する。符号器１０は、ブロック４０の統合をサポートする。統合は、条件的である。
すなわち、すべてのブロック４０が、統合に従うというわけではない。いくつかのブロッ
ク４０に関して、それは、例えばレート歪み最適化の観点において、現在ブロック４０を
統合候補と統合することが有利であるが、他のブロックに関しては、その逆が当てはまる
。特定のブロック４０が統合の対象とされるべきかどうかを決めるために、符号器１０は
、統合候補のセットまたはリストを決定し、これらの統合候補の各々に関して、その統合
候補と現在ブロック４０を統合することが、例えばレート歪み最適化の観点で、最も好ま
しい符号化オプションを形成するかどうかをチェックする。符号器１０は、ビットストリ
ーム３０の、前に符号化された部分に基づいて、現在ブロック４０のための統合候補のセ
ットまたはリストを決定するように構成される。例えば、符号器１０は、符号器１０によ
って適用された符号化順に従って前に符号化された、位置的におよび／または時間的に隣
接したブロック４０と関連した符号化パラメータを採用することによって、統合候補のセ
ットまたはリストの少なくとも一部を抽出する。時間的隣接は、例えば、画像２０が属す
るビデオの前に符号化された画像のブロックを表し、その時間的に隣接するブロックは、
現在の画像２０の現在ブロック４０に空間的に重なるように位置する。したがって、統合
候補のセットまたはリストのこの部分に関して、各統合候補と空間的におよび／または時
間的に隣接したブロックとの間に１対１の関連がある。各統合候補は、それと関連した符
号化パラメータを有する。現在ブロック４０が統合候補のいずれかに統合される場合、符
号器１０は、統合候補に従って、現在ブロック４０の符号化パラメータをセットする。例
えば、符号器１０は、各統合候補に等しくなるように、現在ブロック４０の符号化パラメ
ータをセットすることができる。すなわち、符号器１０は、各統合候補から現在ブロック
４０の符号化パラメータを複製することができる。このように、統合候補のセットまたは
リストのこの上記部分に関して、統合候補の符号化パラメータは、空間的におよび／また
は時間的に隣接したブロックから直接採用される、または、各統合候補の符号化パラメー
タは、それを採用することによって、すなわち、それと等しい統合候補をセットすること
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によって、この種の空間的におよび／または時間的に隣接したブロックから得られる。し
かしながら、一方で、例えば、領域変更に従って、採用された符号化パラメータをスケー
ルすることによって、領域変更を考慮にいれる。例えば、統合に従う符号化パラメータの
少なくとも一部は、動きパラメータを含むことができる。しかし、動きパラメータは、異
なる参照画像インデックスに関するものでもよい。より正確には、採用されることになる
動きパラメータは、現在の画像と参照画像との間の特定の時間間隔に関するものでもよく
、そして、現在ブロックを各動きパラメータを有する各統合候補と統合する際に、符号器
１０は、その時間間隔を現在ブロックのために選択される時間間隔に適用するために、各
統合候補の動きパラメータをスケールするように構成されうる。
【００１８】
　いずれにせよ、これまで説明された統合候補は、それらの全部がそれらと関連した符号
化パラメータを有するという共通点があり、そして、これらの統合候補と隣接したブロッ
クとの間に１対１の関連がある。したがって、上記統合候補のいずれかとブロック４０を
統合することは、スケーリングアダプテーション等を除いて、符号化パラメータがブロッ
ク４０のこれらのグループ内で画像２０の全域で異ならないように、１つ又は複数のブロ
ック４０のグループへのこれらのブロックの統合として考えられうる。事実上、上記統合
候補のいずれかに関する統合は、符号化パラメータが画像２０にわたって異なる粒度を削
減する。その上、上記統合候補のいずれかに関する統合は、結果として、それぞれ、ブロ
ック４０およびブロック４０のグループに画像２０を細分化する際の付加的な自由度をも
たらす。従って、この点に関して、ブロックのこの種のグループへのブロック４０の統合
は、符号器１０に、ブロック４０のこれらのグループの単位で、画像２０の全域で異なる
符号化パラメータを使用して、画像２０を符号化させるといえる。
【００１９】
　上で述べた統合候補の他に、符号器１０は、２つ以上の隣接したブロックの符号化パラ
メータの組み合わせ、例えばそれらの算術平均、幾何平均または隣接したブロックの符号
化パラメータの中央値などの結果である統合候補のセット／リストに統合候補を追加する
こともできる。
【００２０】
　このように、事実上、符号器１０は、ブロック４０への画像２０の細分化によって定め
られる粒度と比較して、符号化パラメータがビットストリーム３０の中で明示的に送信さ
れる粒度を削減する。これらのブロック４０のいくつかは、上記概説された統合オプショ
ンを用いて、全く同一の符号化パラメータを使用して、ブロックのグループを形成する。
いくつかのブロックは、統合によって互いに連結されるが、各スケーリングアダプテーシ
ョンおよび／または組合せの機能によって互いに相関している異なる符号化パラメータを
使用する。いくつかのブロック４０は、統合に従わず、したがって、符号器１０は、ビッ
トストリーム３０に符号化パラメータを直接符号化する。
【００２１】
　符号器１０は、画像２０のための予測信号を決定するために、このように定められたブ
ロック４０の符号化パラメータを使用する。符号器１０は、予測信号が各ブロック４０と
関連した符号化パラメータによって決まるという点において、予測信号のブロックごとの
この決定を実行する。
【００２２】
　符号器１０によって実行された別の決定は、残余部分、すなわち、現在ブロック４０の
各局部での予測信号と元の画像内容との差がビットストリーム３０の中で送信されること
になるかどうかということである。すなわち、符号器１０は、ブロック４０に関して、ス
キップモードが各ブロックに適用されるかどうかを決定する。スキップモードが適用され
る場合、符号器１０は、単に、各ブロック４０と関連した符号化パラメータから得られた
又はそれに応じた予測信号の形で、現在の部分４０の中の画像２０を符号化し、スキップ
モードが選択されなかった場合、符号器１０は、予測信号と残差データの両方を使用して
、ブロック４０の中のビットストリーム３０への画像２０を符号化する。
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【００２３】
　統合とスキップモードに関する決定をシグナリングするためにビットレートを節約する
ために、符号器１０は、ブロック４０のための１つのフラグを使用して、両方の決定を共
通にシグナリングする。より正確には、共通の信号化が、統合およびスキップモードの両
方のアクティブ化が、第１の可能なフラグ状態をとっているビットストリーム３０の中の
各ブロック４０のフラグによって共通に示され、一方、そのフラグの他のフラグ状態が、
統合またはスキップモードのうちのいずれかがアクティブ化されないことを復号器に示す
だけであるように、実現されることができる。例えば、符号器１０は、特定のブロック４
０に関して、統合をアクティブ化するが、スキップモードを非アクティブ化させるように
決定することができる。その場合、符号器１０は、統合およびスキップモードのうちの少
なくとも１つの非アクティブ化をビットストリーム３０の中でシグナリングするために、
他のフラグ状態を使用し、一方で、その後に、例えば、別のフラグを用いてビットストリ
ーム３０の中で統合のアクティブ化をシグナリングする。したがって、符号器１０は、統
合およびスキップモードが同時にアクティブ化されないブロック４０の場合にだけこの更
なるフラグを送信する必要がある。更に後述する実施形態において、第１のフラグは、ｍ
ｒｇ＿ｃｂｆまたはｓｋｉｐ＿ｆｌａｇと呼ばれ、一方、補助的な統合インジケータフラ
グは、ｍｒｇまたはｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇと呼ばれる。統合およびスキップモードのアク
ティブ化を共通に信号化するための１つの信号化状態のこの共通使用がビットストリーム
３０の全体のビットレートを削減することが、本願の発明者によって発見された。
【００２４】
　上で説明された信号化状態に関して、この種の信号化状態が、ビットストリーム３０の
１ビットの状態によって決定されることができる点に留意する必要がある。しかし、符号
器１０は、ビットストリーム３０をエントロピー符号化するように構成されうる、したが
って、フラグおよびビットストリーム３０の信号化状態の間の相関関係は、より複雑にな
りうる。その場合、その状態は、エントロピー復号化領域においてビットストリーム３０
の１ビットに対応することができる。更に、信号化状態は、符号語が可変長符号化方式に
従って割り当てられるフラグの２つの状態のうちの１つに対応することができる。算術符
号化の場合には、統合およびスキップモードのアクティブ化を共通にシグナリングする信
号化状態は、算術符号化方式の基礎をなしているシンボルアルファベットのシンボルのう
ちの１つに対応しうる。
【００２５】
　上記概説されたように、符号器１０は、ビットストリーム３０の中のフラグを使用して
、統合およびスキップモードの同時のアクティブ化を信号送信する。下で更に詳細に概説
されるように、このフラグは、２つ以上の可能な状態を有するシンタックス要素の中で送
信されうる。このシンタックス要素は、例えば、同様に他の符号化オプションも信号送信
しうる。詳細は、下で更に詳しく説明される。しかし、その場合、１つ又は複数のシンタ
ックス要素の可能な状態のうちの１つは、同時のアクティブ化を信号化する。すなわち、
現在ブロック４０のちょうど言及されたシンタックス要素が、この所定の可能な状態をと
るときはいつでも、符号器１０は、それによって、統合およびスキップモードのアクティ
ブ化を信号化する。復号器は、このように統合のアクティブ化およびスキップモードのア
クティブ化に関して、それぞれ、更なる信号化を必要としない。
【００２６】
　上で概説された記載に関して、ブロック４０への画像２０の分割が、符号化パラメータ
が画像２０のために決定される最も微細な解像度を示さないこともある点に留意する必要
がある。むしろ、符号器１０は、サブブロック５０および６０に、すなわち、サンプルサ
ブセットに、それぞれ、現在ブロック４０を分割するためのサポートされた分割パターン
のうちの１つをビットストリーム３０の中で信号送信するために、更なる分割情報と各ブ
ロックを付随させうる。その場合、同時の統合／スキップ決定は、ブロック４０の単位で
、符号器１０によって実行されるが、例えば、互いに分離した補助的な統合決定および／
またはスキップモード決定に伴う符号化パラメータは、図１の例として示されたブロック
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４０において、ブロック４０の再分割の単位で、すなわち、サブブロック５０および６０
の単位で、画像２０に関して定められる。当然、非分割モードは、サポートされた分割パ
ターンのうちの１つを示すことができ、それによって、結果として符号器１０が単にブロ
ック４０のための符号化パラメータの１セットを決定するだけである。各分割パターンの
サブブロック５０および６０の数にかかわりなく、統合決定は、すべてのサブブロックに
、すなわち、その１つ又は複数のサブブロックに適用しうる。すなわち、統合がブロック
４０に関してアクティブ化される場合、このアクティブ化は、すべてのサブブロックに有
効でありうる。以下に更に概説される実施形態によれば、統合およびスキップモードのア
クティブ化を共通にシグナリングする上述の共通の状態は、フラグ又はシンタックス要素
がこの状態をとる場合に、現在ブロックについての分割情報の更なる送信が必要ないよう
に、現在ブロック４０についてのサポートされた分割パターンのうちの非分割パターンを
、追加的に、同時にシグナリングする。当然、別の方法として、サポートされた分割パタ
ーンの中の他のいかなる分割パターンも、統合およびスキップモードのアクティブ化に加
えて、同時に示されることができる。
【００２７】
　本願のいくつかの実施形態によれば、符号器１０は、ブロック４０のブロック分割とサ
ブブロック５０および６０の統合の共通使用から生じるビット効率ペナルティを回避する
。より正確には、符号器１０は、例えばレート歪み最適化の観点において、更なる分割ブ
ロック４０により良いかどうかに関して、そして、サポートされた分割パターンのうちの
いずれが、特定の符号化パラメータが画像２０の現在ブロック４０の中でセットされる若
しくは定められる粒度を適用させるために、現在ブロック４０のために使用されなければ
ならないかに関して、決定しうる。下で更に詳細に概説されるように、符号化パラメータ
は、例えば、インター予測パラメータなどの予測パラメータを示すことができる。この種
のインター予測パラメータは、例えば、参照画像インデックス、動きベクトル（ｍｏｔｉ
ｏｎ　ｖｅｃｔｏｒ）などを含むことができる。サポートされた分割パターンは、例えば
、非分割モード（ｎｏｎ－ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｍｏｄｅ）、すなわち現在ブロッ
ク４０が更に分割されないオプション、横分割モード（ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌｌｙ　ｐａ
ｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｍｏｄｅ）、すなわち現在ブロック４０が横方向に延びた線に沿
って上部又は最上部と下部又は最下部に分割されるオプション、および、縦分割モード（
ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　ｐａｒｔｉｔｉｏｎｉｎｇ　ｍｏｄｅ）、すなわち現在ブロック
４０が縦方向に延びた線に沿って左側部分および右側部分に縦に分割されるオプションを
含むことができる。これの他に、サポートされた分割パターンは、現在ブロック４０が現
在ブロック４０の４分の１とそれぞれみなされる更なる４つのブロックに更に規則的に分
割されるオプションを含むこともできる。更に、その分割は、画像２０のすべてのブロッ
ク４０に、または、インター予測モードなどの、それと関連する特定の符号化モードを有
するものなどの単にその適当なサブセットだけに関係することができる。同様に、統合が
、それ自体で、単に特定のブロック、例えばインター予測モードで符号化されたものに関
して利用できるだけでありうることに留意されたい。下で更に概説される実施形態によれ
ば、上述した共通に解釈された状態はまた、各ブロックがイントラ予測モードでなくイン
ター予測モードであることを同時に信号送信する。したがって、ブロック４０に関して上
述したフラグの１つの状態は、このブロックが更に分割されず、統合およびスキップモー
ドの両方がアクティブ化されるインター予測符号化ブロックであることを信号送信しうる
。しかし、フラグが他の状態をとっている場合の補助的な決定として、各パーティション
またはサンプルサブセット５０および６０は、統合が各パーティション５０および６０に
適用されるかどうかを信号送信するために、ビットストリーム３０の中で更なるフラグに
よって、個々に同時に起こりうる。更に、サポートされた分割モードの異なるサブセット
は、ブロック４０に関して利用可能でありえ、それは、例えば、ブロックサイズ、それが
、組み合わせて又は個々に、マルチツリー再分割リーフブロックである場合、ブロック４
０の細分化レベルによって決まる。
【００２８】
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　すなわち、特にブロック４０を得るためのブロックへの画像２０の細分化が、固定され
うる、または、ビットストリームの中でシグナリングされうる。同様に、現在ブロック４
０を更に分割するために使用される分割パターンは、分割情報の形で、ビットストリーム
３０の中で信号送信されることができる。従って、その分割情報は、このように、ブロッ
ク４０への画像２０の細分化の一種の拡張であるとして考えることができる。一方では、
ブロック４０への画像２０の細分化の元の粒度の更なる関連は、まだ維持されうる。例え
ば、符号器１０は、ビットストリーム３０の中で、ブロック４０によって定められた粒度
で、画像２０の各部分またはブロック４０のために使用される符号化モードを信号化する
ように構成されうる一方で、符号器１０は、各ブロック４０のために選択された各分割パ
ターンによって定められる増加した（微細な）粒度で、各ブロック４０の中で各符号化モ
ードの符号化パラメータを変化させるように構成される。例えば、ブロック４０の粒度で
信号送信された符号化モードは、時間インター予測モード、視点間（ｉｎｔｅｒ－ｖｉｅ
ｗ）予測モードなどのイントラ予測モード、インター予測モードなどの間で区別すること
ができる。各ブロック４０の分割から生じる１つ又は複数のサブブロック（パーティショ
ン）と関連した符号化パラメータの種類は、各ブロック４０に割り当てられた符号化モー
ドに依存する。例えば、イントラ符号化されたブロック４０に関して、符号化パラメータ
は、画像２０の前に復号された部分のどの画像内容が各ブロック４０を満たすように使用
されるかについての空間的な方向を含みうる。インター符号化されたブロック４０の場合
、符号化パラメータは、特に、動き補償予測のための動きベクトルを含むことができる。
【００２９】
　図１は、例として、２つの更なるサブブロック５０およびブロック６０に細分化されて
いるものとしての現在ブロック４０を示す。特に、縦分割モードが例として示される。よ
り小さいブロック５０およびブロック６０は、サブブロック５０およびサブブロック６０
、または、パーティション５０およびパーティション６０、または、予測単位５０および
予測単位６０とも呼ぶことができる。特に、符号器１０は、サポートされた分割パターン
の信号送信された１つが、２つ以上の更なるブロック５０およびブロック６０への現在ブ
ロック４０の細分化を特定する場合に、符号化順で更なるブロック５０およびブロック６
０の１番目の更なるブロック以外の全ての更なるブロックに関して、各更なるブロックの
ための符号化パラメータ候補のセットから、各更なるブロックに統合されるときに、サポ
ートされた分割パターンの１つとなるであろう更なるブロックのいずれかと関連した符号
化パラメータと同じである符号化パラメータを有する符号化パラメータ候補を除くように
構成される。もっと正確に言えば、サポートされた分割パターンの各々のために、符号化
順は、結果として生じる１つ又は複数のパーティション５０およびパーティション６０の
間で定められる。図１の場合、符号化順は、例として、左のパーティション５０が右のパ
ーティション６０の前に符号化されることを定める矢印７０で示される。横分割モードの
場合には、上のパーティションが下のパーティションの前に符号化されることが定められ
うる。いずれにせよ、符号器１０は、符号化順７０で２番目のパーティション６０に関し
て、各２番目のパーティション６０についての符号化パラメータ候補のセットから、この
統合の結果、すなわち、両方のパーティション５０およびパーティション６０が、実際、
低い符号化率で現在ブロック４０について非分割モードを選択することによって等しく生
じうるそれと関連した同じ符号化パラメータを有するであろうことを回避するために、１
番目のパーティション５０と関連した符号化パラメータと同じである符号化パラメータを
有する符号化パラメータ候補を除くように構成される。
【００３０】
　より正確に言えば、符号器１０は、ブロック分割とともに効率的な方法でブロック統合
を使用するように構成されうる。ブロック統合に関する限り、符号器１０は、パーティシ
ョン５０およびパーティション６０ごとに、符号化パラメータ候補の各セットを決定しう
る。符号器は、前に復号されたブロックと関連した符号化パラメータに基づいて、パーテ
ィション５０およびパーティション６０ごとに、符号化パラメータ候補のセットを決定す
るように構成されることができる。特に、符号化パラメータ候補のセットの中の符号化パ
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ラメータ候補の少なくともいくつかは、前に復号されたパーティションの符号化パラメー
タと等しいことがある、すなわち、前に復号されたパーティションの符号化パラメータか
ら採用されることがある。加えて、または、代わりに、符号化パラメータ候補の少なくと
もいくつかは、中央値、平均などの適切な組み合わせによって、２つ以上の前に符号化さ
れたパーティションと関連した符号化パラメータ候補から得られうる。しかし、符号器１
０が、符号化パラメータ候補の削減されたセットの決定と、除去後に１つ以上のこの種の
符号化パラメータ候補が残る場合に、１つの除かれなかった又は選択された符号化パラメ
ータ候補に依存して、各パーティションと関連した符号化パラメータをセットするために
、１番目でないパーティション６０ごとに、残りの除かれなかった符号化パラメータ候補
のうちの１つの選択を実行するように構成されるので、符号器１０は、パーティション５
０とパーティション６０との再結合に効率よくつながるであろう符号化パラメータ候補が
除かれるように除去を実行するように構成される。すなわち、それにより効率的な分割状
況が、単に分割情報だけを用いてこの分割を直接信号送信する場合よりも複雑に符号化さ
れるシンタックスの集まりは、効果的に回避される。
【００３１】
　さらに、符号化パラメータ候補のセットがより小さくなるにつれて、ビットストリーム
３０に統合情報を符号化するのに必要な補助情報の量は、これらの候補セットのより少な
い数の要素のため減少しうる。特に、復号器が、図１の符号器がするのと同じ方法で符号
化パラメータ候補のセットを決定して、その後削減することが可能であるので、図１の符
号器１０は、例えば、ビットストリーム３０にシンタックス要素を挿入するためにより少
ないビットを使用して、符号化パラメータ候補の削減されたセットを利用することができ
、除かれなかった符号化パラメータのどれが統合のために使われることになるかを特定す
る。当然、ビットストリーム３０へのシンタックス要素の導入は、各パーティションのた
めの除かれなかった符号化パラメータ候補の数が単に１である場合には、完全に抑制され
ることができる。いずれにしても、統合により、すなわち、除かれなかった符号化パラメ
ータ候補のうちの残りの１つ、又は選択された１つに依存して、各パーティションと関連
した符号化パラメータを設定することにより、符号器１０は、ビットストリーム３０への
各分割のための符号化パラメータの完全に新たな挿入を抑制することが可能であり、これ
により同様に補助情報を削減する。本願のいくつかの実施形態によれば、符号器１０は、
各パーティションのための符号化パラメータ候補のうちの残りの１つ、又は選択された１
つをリファインするためのリファインメント情報を、ビットストリーム３０の中で信号化
するように構成されうる。
【００３２】
　統合候補リストを削減するという上記可能性によって、符号器１０は、パーティション
の符号化パラメータとのそれらの符号化パラメータの比較によって除かれることになる統
合候補を決定するように構成され、それによる統合は、別のサポートされた分割パターン
を生ずる。例えば、左のパーティション５０の符号化パラメータが右のパーティション６
０のための符号化パラメータ候補のセットの１つの要素を形成するとすれば、符号化パラ
メータ候補を処理するこの方法は、効率的に、図１に示した場合の少なくとも１つの符号
化パラメータ候補を除く。しかし、更なる符号化パラメータ候補は、それらが左のパーテ
ィション５０の符号化パラメータに等しい場合にも、除かれうる。しかし、本発明の他の
実施形態によれば、符号器１０は、各パーティションに統合されるときに、結果としてサ
ポートされた分割パターンのうちの１つとなるであろう候補ブロックのこのセットから、
その又はそれらの候補ブロックを除去することによって、符号化順で２番目以降のパーテ
ィションごとに、候補ブロックのセットを決定するように構成されうる。ある意味では、
これは以下のことを意味する。符号器１０は、候補セットの各要素が、その候補がその関
連したパーティションの各符号化パラメータを採用するという点でそれと関連した、現在
ブロック４０または前に符号化されるブロック４０のいずれかのちょうど１つのパーティ
ションを有するように、パーティション５０またはパーティション６０（すなわち、符号
化順で１番目のものとその次のもの）それぞれのために、統合候補を決定するように構成
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されることができる。例えば、候補セットの各要素は、前に符号化されたパーティション
のこの種の符号化パラメータのうちの１つに等しくありえる、すなわち、その中から採用
されうる、または、少なくとも、追加的にスケーリングすること又は追加的に送信された
リファインメント情報を用いたリファインメントなどによって、ただ１つのこの種の前に
符号化されたパーティションの符号化パラメータから得られうる。しかし、符号器１０は
また、この種の候補セットに、更なる要素または候補を加えるように、すなわち、１つ以
上の前に符号化されたパーティションの符号化パラメータの組み合わせから得られた、ま
たは、修正によって、１つの動きパラメータリストの符号化パラメータだけをとることな
どによって１つの前に符号化されたパーティションの符号化パラメータから得られた符号
化パラメータ候補を加えるように構成されうる。「組み合わされた（ｃｏｍｂｉｎｅｄ）
」要素のために、各候補要素の符号化パラメータと各パーティションとの間の１：１の関
連性がある。図１の説明の１番目の変形例によれば、符号器１０は、全部の候補セットか
ら全部の候補を除くように構成されることができ、その符号化パラメータは、パーティシ
ョン５０の符号化パラメータに等しい。図１の説明の後者の変形例によれば、符号器１０
は、パーティション５０と関連している候補セットの要素だけを除くように構成されるこ
とができる。両方の見解を一致させれば、符号器１０は、結合によって得られる符号化パ
ラメータを有する候補セットの残りの部分まで除去（及び等しい符号化パラメータを有す
る候補のサーチ）を拡げることなく、いくつかの（例えば隣接した）前に符号化されたパ
ーティションとの１：１の関連を示している候補セットの部分から候補を除くように構成
されることができる。しかし、当然、１つの組み合わせが冗長表現にもつながる場合、こ
れは、リストから冗長な符号化パラメータを除くことによって、または、組み合わされた
候補にも冗長チェックを実行することによって、解決することができる。
【００３３】
　図１の上記実施形態にフィットする復号器の実施形態について説明する前に、より詳細
な実施態様の図１による、符号化のための装置、すなわち、符号器が、図２に関して下で
更に詳細に概説される。図２は、ブロック４０へ画像２０を細分化するように構成された
サブディバイダー（ｓｕｂｄｉｖｉｄｅｒ）７２と、上で概説されたように、１つ又は複
数のサンプルセットのグループにブロック４０を統合するように構成されたマージャー（
ｍｅｒｇｅｒ）７４と、サンプルセットのグループの単位で画像２０の全域で異なる符号
化パラメータを使用して画像２０を符号化するように構成された符号器または符号化ステ
ージ７６と、ストリームジェネレータ７８を含むような符号器を示す。符号器７６は、画
像２０を予測して、所定のブロックについての予測残差を符号化することによって、画像
２０を符号化するように構成される。すなわち、符号器７６は、上記の通り、すべてのブ
ロック４０についてではないが、予測残差を符号化する。むしろ、それらのいくつかは、
スキップモードをアクティブ化させる。ストリームジェネレータ７８は、少なくともブロ
ック４０のサブセットごとに、１つ又は複数のシンタックス要素とともに、ビットストリ
ーム３０に予測残差および符号化パラメータを挿入するように構成され、各ブロックが他
のブロックとともにグループのうちの１つに統合されるかどうかや各ブロックがスキップ
モードを使用するかどうかをシグナリングする。上述の通り、サブディバイダー７２の細
分化の基礎をなしている細分化情報は、ストリームジェネレータ７８によって画像２０に
関してビットストリーム３０に符号化されうる。これは、図２の破線で示される。マージ
ャー７４による統合決定および符号器７６によるスキップモード決定は、上で概説された
ように、現在ブロック４０の１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つ
が、各ブロックが、画像２０の他のブロックとともに、ブロックのグループのうちの１つ
に統合されることになっており、ビットストリーム３０に、符号化され、挿入された予測
残差を有しないことを信号化するように、ストリームジェネレータ７８によってビットス
トリーム３０に共通に符号化される。ストリームジェネレータ７８は、例えば、その挿入
を実行するために、エントロピー符号化を使用することができる。サブディバイダー７２
は、ブロック４０への画像２０の細分化、並びに、パーティション５０および６０へのそ
れぞれ任意の更なる分割の役割を果たしうる。マージャー７４は、上で概説された統合決
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定の役割を果たし、一方、符号器７６は、例えば、ブロック４０についてのスキップモー
ドを決定しうる。当然、これらの決定の全ては、組み合わせにおけるレート／歪み測度に
影響し、したがって、装置１０は、どのオプションが好ましいかを確かめるために、いく
つかの決定オプションを試してみるように構成されうる。
【００３４】
　図１および図２に関する本発明の実施形態による符号器について説明した後、実施形態
による復号化のための装置、すなわち、復号器８０が、図３に関して説明される。図３の
復号器８０は、上記の通り、符号化された画像２０を有するビットストリーム３０を復号
するように構成される。特に、復号器８０は、現在のサンプルセットまたはブロック４０
に関して、現在ブロック４０と関連した符号化パラメータが統合候補によってセットされ
ることになるか、または、ビットストリーム３０から取り出されることになるかについて
の第１の決定、および、画像２０の現在ブロック４０が残差データなしでも、現在ブロッ
ク４０と関連した符号化パラメータに応じた予測信号のみに基づいて再構築されることに
なるか、または、ビットストリーム３０の中で残差データによって現在ブロック４０と関
連した符号化パラメータに応じた予測信号をリファインすることによって再構築されるこ
とになるかについての第２の決定に関する、ビットストリーム３０の中の上述したフラグ
に共通に応答するように構成される。
【００３５】
　すなわち、復号器の機能は、図１および図２に関して説明された符号器のそれとほとん
ど一致する。例えば、復号器８０は、ブロック４０に画像４０の細分化を実行するように
構成されうる。この細分化は、デフォルトで復号器８０に知られていることができる、ま
たは、復号器８０は、ビットストリーム３０から各細分化情報を抽出するように構成され
ることができる。ブロック４０が統合されるときはいつでも、復号器８０は、統合候補に
よってその符号化パラメータをセットすることによって、そのブロック４０と関連した符
号化パラメータを得るように構成されうる。統合候補を決定するために、復号器８０は、
符号器がそうしたのとちょうど同じ方法で、統合候補のセットまたはリストの上で概説さ
れた決定を実行することができる。これは、本願のいくつかの実施形態に従って、ブロッ
ク分割およびブロック統合間の上で概説された冗長を回避するために、統合候補の事前の
セット／リストの削減さえも含む。統合がアクティブ化されるときはいつでも、統合候補
の決定されたセットまたはリストの中からの選択は、各統合インデックスをビットストリ
ーム３０から抽出することによって復号器８０によって実行されることができる。統合イ
ンデックスは、上記の通りに決定された統合候補の（削減された）セットまたはリストか
ら使用される統合候補を指し示す。更に、上でも説明されたように、復号器８０はまた、
サポートされた分割パターンのうちの１つに従った分割にブロック４０をかけるように構
成されることもできる。当然、これらの分割パターンのうちの１つは、ブロック４０が更
に分割されない非分割モードを含みうる。特定のブロック４０のための統合およびスキッ
プモードのアクティブ化を示している共通に定められた状態をとっている十分に説明され
たフラグの場合には、復号器８０は、いかなる残差信号との予測信号の組み合わせよりは
むしろ予測信号のみに基づいて現在ブロック４０を再構築するように構成されることがで
きる。換言すれば、復号器８０は、その場合、現在ブロック４０のための残差データ抽出
を抑制して、現在ブロックの符号化パラメータから抽出された予測信号を用いることによ
って、現在ブロック４０の中の画像２０を再構築するだけである。上ですでに説明された
ように、復号器８０は、フラグの共通の状態を、このブロックがインター予測されたブロ
ックである、および／または更に分割されなかったブロックであるという現在ブロック４
０のための信号化としても解釈することができる。すなわち、復号器８０は、ビットスト
リーム３０の中の現在ブロック４０の問題のフラグが、現在ブロック４０と関連した符号
化パラメータが統合を使用してセットされることになることをシグナリングする場合、そ
れが統合候補に従ってこれらの符号化パラメータをセットすることによって現在ブロック
４０と関連した符号化パラメータを得て、いかなる残差データなしで現在ブロック４０の
符号化パラメータに応じた予測信号にだけ基づいて画像２０の現在ブロック４０を再構築
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するように構成されうる。しかし、問題のフラグが、現在ブロック４０が統合に従属しな
い、または、スキップモードが使用されないことをシグナリングする場合、復号器８０は
、ビットストリーム３０の中で他のフラグに応答することができ、その結果、復号器８０
は、この他のフラグに依存して、各統合候補によってそれをセットすることによって現在
ブロックと関連した符号化パラメータを得て、ビットストリーム３０から現在ブロックに
関する残差データを得て、予測信号および残差データに基づいて画像２０の現在ブロック
４０を再構築する、または、ビットストリーム３０から現在ブロック４０に関する残差デ
ータを得て、予測信号および残差データに基づいて画像２０の現在ブロック４０を再構築
する。上で概説されるように、復号器８０は、第１のフラグが、統合およびスキップモー
ドのアクティブ化を同時にシグナリングする共通シグナリング状態（ｃｏｍｍｏｎｌｙ　
ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｓｔａｔｅ）をとらない場合にだけ、ビットストリーム３０の中で
他のフラグの存在を予測するように構成されうる。そのときだけ、復号器８０は、統合が
スキップモードなしで起こるかどうか確かめるために、他のフラグをビットストリームか
ら抽出する。当然、別な方法として、復号器８０は、スキップモードがアクティブか非ア
クティブかをシグナリングする他の第３のフラグを用いて、第２のフラグが統合の非アク
ティブをシグナリングする場合に、現在ブロック４０のためのビットストリーム３０の中
でこの第３のフラグを待つように構成されることができる。
【００３６】
　図２と同様に、図４は、図３の復号のための装置のありうる実施態様を示す。したがっ
て、図４は、復号するための装置、すなわち、復号器８０を示し、それは、ビットストリ
ーム３０に符号化された画像２０をブロック４０に細分化するように構成されたサブディ
バイダー８２と、ブロック４０を１つ又は複数の各ブロックのグループに統合するように
構成されたマージャー８４と、サンプルセットのグループの単位で画像２０の全域で異な
る符号化パラメータを使用して画像２０を復号するまたは再構築するように構成された復
号器８６と、エクストラクター（ｅｘｔｒａｃｔｏｒ）８８とを含む。復号器８６はまた
、所定のブロック４０、すなわち、スキップモードがスイッチオフされたものに関して、
画像２０を予測して、所定のブロック４０についての予測残差を復号して、予測残差と画
像２０を予測することからから生じる予測とを組み合わせることによって、画像２０を復
号するように構成される。エクストラクター８８は、ブロック４０の少なくともサブセッ
トの各々に関して１つ又は複数のシンタックス要素とともに、各ブロック４０が他のブロ
ック４０とともにグループの１つに統合されることになるか否かをシグナリングするビッ
トストリーム３０から予測残差と符号化パラメータを抽出するように構成される。ここで
、マージャー８４は、１つ又は複数のシンタックス要素に応答してその統合を実行するよ
うに構成され、その１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つが、他の
ブロック４０とともにブロックのグループの１つに統合されることになっており、ビット
ストリーム３０に符号化され、挿入された予測残差を有しないことを信号化する。
【００３７】
　このように、図４を図２と比較して、サブディバイダー８２は、サブディバイダー７２
によって発生された細分化をもとに戻すように、サブディバイダー７２のような働きをす
る。サブディバイダー８２は、デフォルトで画像２０の細分化について知っているかまた
はエクストラクター８８を介してビットストリーム３０から細分化情報を抽出する。同様
に、マージャー８４は、ブロック４０の統合を形成して、ビットストリーム３０の中で上
で概説されたシグナリングを介してブロック４０およびブロック部分に関してアクティブ
化される。復号器８６は、ビットストリーム３０の中で符号化パラメータを使用して画像
２０の予測信号の生成を実行する。統合の場合には、復号器８６は、隣接したブロック／
パーティションから現在ブロック４０または現在ブロックパーティションの符号化パラメ
ータを複製するか、あるいは、そうでなければ、統合候補に従ってその符号化パラメータ
をセットする。
【００３８】
　すでに上で概説されたように、エクストラクター８８は、現在ブロックに関するフラグ
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又はシンタックス要素の可能な状態のうちの１つを、統合およびスキップモードのアクテ
ィブ化を同時にシグナリングする信号として解釈するように構成される。同時に、エクス
トラクター８８は、また、現在ブロック４０のためのサポートされた分割パターンの中の
所定の１つをシグナリングするためにも、その状態を解釈することができる。例えば、所
定の分割パターンは、ブロック４０が分割されないままで、このように１つのパーティシ
ョン自体を形成する非分割モードでありえる。したがって、エクストラクター８８は、各
フラグまたはシンタックス要素が同時にシグナリングする状態をとらない場合、ビットス
トリーム３０が、単にブロック４０の分割をシグナリングする分割情報を含むのを予想す
る。下で更に詳細に概説されるように、分割情報が、シンタックス要素を介してビットス
トリーム３０の中で伝達されうる、それは、現在ブロック４０の符号化モードを制御する
、すなわち、ブロック４０をインター符号化されるものとイントラ符号化されるものとに
並行して分割する。その場合、第１のフラグ／シンタックス要素の共通シグナリング状態
は、インター予測符号化モードの信号化と解釈されることもできる。シグナリングされた
分割情報から生じるパーティションの各々に関して、エクストラクター８８は、ブロック
４０のための第１のフラグ／シンタックス要素が、統合およびスキップモードのアクティ
ブ化を同時にシグナリングする共通シグナリング状態をとらない場合には、他の統合フラ
グをビットストリームから抽出することができる。その場合、スキップモードは、スイッ
チオフされるようにエクストラクター８８によって必然的に解釈されうる、そして、統合
が個々にパーティションに関してビットストリーム３０によってアクティブにされうるが
、残差信号は、この現在ブロック４０のためにビットストリーム３０から抽出される。
【００３９】
　このように、図３または図４の復号器８０は、ビットストリーム３０を復号するように
構成される。上述の通り、ビットストリーム３０は、画像２０の現在ブロック４０のため
のサポートされた分割パターンのうちの１つをシグナリングすることができる。復号器８
０は、サポートされた分割パターンのうちのシグナリングされた１つが２つ以上のパーテ
ィション５０およびパーティション６０への現在ブロック４０の細分化を特定する場合、
符号化順７０におけるパーティションのうちの１番目のパーティション５０以外の全ての
パーティションに関して、すなわち、図１及び図３に示された例におけるパーティション
６０に関して、各パーティションのための符号化パラメータ候補のセットから、各パーテ
ィションと統合されるときに、サポートされた分割パターンのうちの１つ、すなわち、サ
ポートされた分割パターンのうちの１つであるがビットストリーム３０の中でシグナリン
グされなかったものとなる、パーティションのいずれかと関連した符号化パラメータと同
じである又は等しい符号化パラメータを有する符号化パラメータ候補を除くように構成さ
れうる。
【００４０】
　例えば、復号器８０は、除かれなかった符号化パラメータ候補の数が０でない場合に、
除かれなかったパラメータ候補のうちの１つに依存して、各パーティション６０と関連し
た符号化パラメータをセットするように構成されることができる。例えば、復号器８０は
、付加的なリファインメントの有無にかかわらず、および／または、符号化パラメータが
関連する時間的距離によるスケーリングの有無にかかわらず、除かれなかった符号化パラ
メータ候補のうちの１つに等しくなるように、それぞれ、パーティション６０の符号化パ
ラメータをセットする。例えば、除かれなかった候補のうち統合する符号化パラメータ候
補は、パーティション６０のためのビットストリーム３０の中で明示的にシグナリングさ
れた参照画像インデックスとは別のそれと関連した参照画像インデックスを有しうる。そ
の場合、符号化パラメータ候補の符号化パラメータは、それぞれ参照画像インデックスと
関連した動きベクトルを定めることができ、復号器８０は、両方の参照画像インデックス
間の比率に従って、最後に選択された除かれなかった符号化パラメータ候補の動きベクト
ルをスケールするように構成されることができる。このように、上述の変形例によれば、
統合に従う符号化パラメータは、動きパラメータを含む一方で、参照画像インデックスは
、それから分離される。しかし、上記のように、別の実施形態によれば、参照画像インデ
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ックスは、統合に従う符号化パラメータの一部でもありえる。
【００４１】
　統合挙動がインター予測されたブロック４０に制限されうることは、図１及び図２の符
号器と図３及び図４の復号器に等しくあてはまる。したがって、復号器８０および符号器
１０は、現在ブロック４０に関してイントラおよびインター予測モードをサポートして、
現在ブロック４０がインター予測モードで符号化されている場合にだけ候補の統合を実行
するように構成されることができる。したがって、この種のインター予測された前に符号
化されたパーティションの符号化／予測パラメータだけが、候補リストを決定／構築する
ために使用されることができる。
【００４２】
　すでに上で述べたように、符号化パラメータは、予測パラメータでもよく、復号器８０
は、各パーティションのための予測信号を得るために、パーティション５０およびパーテ
ィション６０の予測パラメータを使用するように構成されることができる。当然、符号器
１０も、同様に予測信号の抽出を実行する。しかし、符号器１０は、加えて、適切な最適
化の意味において、いくつかの最適化を得るために、ビットストリーム３０の中にすべて
の他のシンタックスとともに予測パラメータをセットする。
【００４３】
　更に、すでに上で説明されたように、符号器は、各パーティションのための（除かれな
かった）符号化パラメータ候補の数が１より大きいものである場合だけ、（除かれなかっ
た）符号化パラメータ候補にインデックスを挿入するように構成されることができる。し
たがって、復号器８０は、（除かれなかった）符号化パラメータ候補の数が１より大きい
ものである場合、例えばパーティション６０のための（除かれなかった）符号化パラメー
タ候補の数に応じて、ビットストリーム３０が、（除かれなかった）符号化パラメータ候
補のうちのどれが統合のために使用されるかについて特定しているシンタックスを含むの
を単に予想するように構成されうる。しかし、候補セットが総計で２より小さくなる場合
は、上述の通り、ただ１つの前に符号化されたパーティションの符号化パラメータを採用
するまたはそれらから抽出することによって得られたそれらの候補まで候補セットの削減
の実行を制限することによって、組み合わされた符号化パラメータ、すなわち、１つ以上
又は２つ以上の前に符号化されたパーティションの符号化パラメータの組合せによって得
られたパラメータを使用した候補のリスト／セットを拡張することによって生じることか
ら、通常、除外されうる。同様に逆のこと、すなわち、通常、他のサポートされた分割パ
ターンとなるパーティションのそれと同じ値を有する全ての符号化パラメータ候補を除く
ことも可能である。
【００４４】
　決定に関して、復号器８０は、符号器１０がするように動作する。すなわち、復号器８
０は、前に復号されたパーティションと関連した符号化パラメータに基づいて、パーティ
ション又はブロック４０のパーティションのための統合候補のセットを決定するように構
成されることができる。すなわち、符号化順は、各ブロック４０のパーティション５０お
よびパーティション６０の中でだけでなく、画像２０自体のブロック４０の中でも定めら
れる。パーティション６０の前に符号化されていたすべてのパーティションは、このよう
に、図３の場合のパーティション６０などの、後に続くパーティションのいずれかのため
の符号化パラメータ候補のセットの決定のための基準として役立つ。上でも説明されてい
るように、符号器および復号器は、統合候補のセットの決定を、特定の空間および／また
は時間的隣接にあるパーティションに制限することができる。例えば、復号器８０は、現
在のパーティションに隣接する、前に復号されたパーティションと関連した符号化パラメ
ータに基づいて、統合候補のセットを決定するように構成されることができ、この種のパ
ーティションは、現在ブロック４０の外側および内部に位置する。当然、統合候補の決定
は、符号化順で１番目のパーティションのために実行されることもできる。単に除去のみ
は、されないこともある。
【００４５】
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　図１の説明と一致して、復号器８０は、前に復号されたパーティションの最初のセット
から、各１番目でないパーティション６０のための符号化パラメータ候補のセットを決定
するように構成されることができ、イントラ予測モードで符号化されているものを除外す
る。
【００４６】
　更に、符号器が、ブロック４０に画像２０を細分化するために、細分化情報をビットス
トリームに導入している場合には、復号器８０は、ビットストリーム３０の細分化情報に
従って、この種の符号化ブロック４０への画像２０の細分化を元に戻すように構成される
ことができる。
【００４７】
　図１ないし図４に関して、現在ブロック４０のための残差信号が、符号化パラメータに
関してパーティションによって定められた粒度と異なりうる粒度でビットストリーム３０
を介して送信されることができることに留意する必要がある。例えば、スキップモードが
アクティブにされていないブロックに関して、図１の符号器１０は、パーティション５０
およびパーティション６０への分割とは並列の又は独立した方法で、１つ又は複数の変換
ブロックにブロック４０を細分化するように構成されることができる。符号器は、更なる
細分化情報によって、ブロック４０のための各変換ブロック細分化を信号化しうる。次に
、復号器８０は、ビットストリームの更なる細分化情報によって、１つ又は複数の変換ブ
ロックへのブロック４０のこの更なる細分化を元に戻して、これらの変換ブロックの単位
で、ビットストリームから現在ブロック４０の残差信号を抽出するように構成されること
ができる。変換ブロック分割の意義は、符号器におけるＤＣＴなどの変換と復号器におけ
るＩＤＣＴなどの対応する逆変換が、個々に、ブロック４０の各変換ブロックの中で実行
されることである。ブロック４０の中で画像２０を再構築するために、符号器１０は、各
パーティション５０およびパーティション６０で符号化パラメータを適用することによっ
て得られた予測信号と残差信号を、それぞれ、加算するなどして、結合する。しかし、残
差符号化は、変換および逆変換をそれぞれ含まず、予測残差が例えば変わりに空間ドメイ
ンにおいて符号化されることに留意されたい。
【００４８】
　下記の更なる実施形態の更にあり得る詳細を説明する前に、図１ないし図４の符号器お
よび復号器の可能性のある内部構造は、図５および図６に関して説明される。しかしなが
ら、マージャーおよびサブディバイダーは、ハイブリッド符号化性質に集中するように、
これらの図には示されない。図５は、例として、符号器１０がどのように内部的に構築さ
れるかについて示す。図に示すように、符号器１０は、減算器１０８、変換器１００、お
よびビットストリームジェネレータ１０２を含むことができ、それらは、図５に示すよう
に、エントロピー符号化を実行することができる。要素１０８、要素１００および要素１
０２は、画像２０を受信する入力１１２と前述のビットストリーム３０を出力している出
力１１４との間で連続的に接続される。特に、減算器１０８は、入力１１２と接続される
その非反転入力を有し、変換器１００は、減算器１０８の出力とビットストリームジェネ
レータ１０２の１番目の入力との間に接続され、次に、ビットストリームジェネレータ１
０２は、出力１１４と接続される出力を有する。図５の符号器１０は、さらに、逆変換器
１０４と、アダー１１０とを含み、それらは、変換器１００の出力に、記載された順に、
連続的に接続される。符号器１０は、更に、アダー１１０の出力とアダー１１０の更なる
入力と減算器１０８の逆入力との間に接続される予測器１０６とを含む。
【００４９】
　図５の要素は、以下の通りに相互に作用する。予測器１０６は、減算器１０８の逆入力
に印加されて、予測の結果、すなわち予測信号を用いて、画像２０の部分を予測する。減
算器１０８の出力は、次に、予測信号と画像２０の各部との間の差、すなわち残差信号を
示す。残差信号は、変換器１００の変換符号化に従う。すなわち、変換器１００は、変換
係数レベルを得るために、ＤＣＴなどの変換、および変換された残差信号、すなわち、変
換係数に関する量子化を実行しうる。逆変換器１０４は、変換器１００の量子化のため情
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報損失を除いて変換器１００に残差信号入力に対応する、再構築された残差信号を得るた
めに、変換器１００によって出力された最終的な残差信号を再構築する。再構築された残
差信号と予測器１０６による出力としての予測信号の足し合わせは、結果として画像２０
の各部分の再構築となり、アダー１１０の出力から予測器１０６の入力へと送られる。予
測器１０６は、イントラ予測モード、インター予測モードなどのような上述のような種々
のモードで作動する。予測信号を得るために予測器１０６によって適用された予測モード
および対応する符号化または予測パラメータは、ビットストリームへの挿入のためのエン
トロピー符号器１０２に、予測器１０６によって送られる。
【００５０】
　符号器に関して図５に示された可能性に対応する図３および図４の復号器８０の内部構
造の可能な実施態様が、図６に示される。図に示すように、復号器８０は、図６に示すよ
うにエントロピー復号器として実施されるビットストリーム抽出器１５０、逆変換器１５
２、およびアダー１５４として実行されることができ、それらは、記載の順に、復号器の
入力１５８および出力１６０との間に接続される。更に、図６の復号器は、アダー１５４
の出力とその更なる入力との間に接続される予測器１５６を含む。エントロピー復号器１
５０は、予測器１５６のパラメータ入力と接続される。
【００５１】
　図６の復号器の機能を簡単に説明すると、エントロピー復号器１５０は、ビットストリ
ーム３０に含まれるすべての情報を抽出するためにある。使用されたエントロピー符号化
スキームは、可変長符号化または算術符号化でもよい。これによって、エントロピー復号
器１５０は、残差信号を示しているビットストリーム変換係数レベルから元に戻し、逆変
換器１５２にそれを送る。更に、エントロピー復号器１５０は、上述のエクストラクター
８８として働き、ビットストリームからすべての符号化モードおよび関連した符号化パラ
メータを元に戻して、予測器１５６にそれを送る。加えて、分割情報および統合情報は、
エクストラクター１５０によってビットストリームから抽出される。逆変換された、すな
わち再構築された残差信号および予測器から得られるような予測信号は、アダー１５４に
よって加算されるなどして、結合され、次に、こうして元に戻された再構築された信号を
出力１６０で出力し、それを予測器１５６に送る。
【００５２】
　図５および図６を比較することから明白になるように、要素１５２、要素１５４および
要素１５６は、機能的に、図５の要素１０４、要素１１０および要素１０６に対応する。
【００５３】
　図１～図６についての上記説明において、いくつかの異なる可能性は、画像２０の可能
な細分化および画像２０を符号化することに関係するパラメータのいくつかを変化させる
際の対応する粒度に関して提示された。この種の可能性は、図７ａおよび図７ｂに関して
も説明される。図７ａは、画像２０のうちの一部を示す。図７ａの実施形態によれば、符
号器および復号器は、最初に、ツリールートブロック２００に画像２０を細分化するよう
に構成される。そのようなツリールートブロックは、図７ａに示される。ツリールートブ
ロックへの画像２０の細分化は、点線で示すように行および列で規則的になされる。ツリ
ールートブロック２００のサイズは、符号器によって選択されることができて、ビットス
トリーム３０によって復号器にシグナリングされた。代わりに、これらのツリールートブ
ロック２００のサイズは、デフォルトで固定することができる。ツリールートブロック２
００は、符号化ブロックまたは符号化単位と呼ぶことがある上述の区別されたブロック４
０を生じさせるために、クワッドツリー分割を用いて細分化される。これらの符号化ブロ
ックまたは符号化単位は、図７ａの細い実線によって描画される。これによって、符号器
は、各ツリールートブロック２００に細分化情報を加えて、その細分化情報をビットスト
リームに挿入する。この細分化情報は、ツリールートブロック２００がブロック４０に細
分化されることになる方法について示す。これらのブロック４０の粒度で、およびその単
位で、予測モードが、画像２０の中で変化する。上記のように、各ブロック４０、または
インター予測モードなどの特定の予測モードを有する各ブロックは、どのサポートされた
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分割パターンが各ブロック４０のために使用されるかについての分割情報を伴う。しかし
ながら、この点に関しては、共通シグナリング状態をとるとき、このブロック４０のため
の他の分割情報の明示的な送信が符号器側で抑制されうる、したがって、復号器側で予想
されることができないように、上述したフラグ／シンタックス要素は、各ブロック４０の
ためのサポートされた分割モードのうちの１つを同時にシグナリングしうることを想起さ
れたい。図７ａについて示した場合において、多くの符号化ブロック４０に関しては、符
号化ブロック４０が空間的に対応するパーティションと一致するように、非分割モードが
選択されている。換言すれば、符号化ブロック４０は、同時に、それと関連した予測パラ
メータの各セットを有するパーティションである。予測パラメータの種類は、次に、各符
号化ブロック４０と関連したモードに依存する。しかし、他の符号化ブロックは、例とし
て、更に分割されるように示される。ツリールートブロック２００の一番右上の角の符号
化ブロック４０は、例えば、４つのパーティションに分割されることが示されるが、ツリ
ールートブロック２００の一番右下の角の符号化ブロックは２つのパーティションに縦に
細分化されることが例示的に示される。パーティションへの分割のための細分化は、点線
によって示される。図７ａはまた、このように定められたパーティションの中の符号化順
を示す。図に示すように、深さ優先走査順が使用される。ツリールートブロック境界を横
切って、符号化順は、ツリールートブロック２００の行が画像２０の上から下への行ごと
に走査される走査順で進められうる。この方法によって、特定のパーティションがその上
側の境界と左側の境界に隣接する前に符号化されたパーティションを有する可能性を最大
にすることが可能である。各ブロック４０、またはインター予測モードなどの特定の予測
モードを有する各ブロックは、統合がその中の対応するパーティションのために作動する
かどうかについて示しているビットストリームの中の統合スイッチインジケータを有する
ことができる。単にこのルールがブロック４０の最も小さい可能なブロックサイズに関し
てなされるだけであるという例外によって、パーティション／予測単位へのブロックの分
割が、最大で２つのパーティションの分割に制限されることができる点に留意する必要が
ある。これは、ブロック４０を得るためにクワッドツリー細分化を使用する場合、ブロッ
ク４０に画像２０を細分化するための細分化情報と、パーティションにブロック４０を細
分化するための分割情報との間の冗長を回避することができる。あるいは、非対称のもの
を含む又は含まない、単に１つ又は２つのパーティションへの分割だけが許容されること
ができる。
【００５４】
　図７ｂは、細分化ツリーを示す。実線については、ツリールートブロック２００の細分
化が示され、一方、点線は、符号化ブロック４０であるクワッドツリー細分化のリーフブ
ロックの分割を表す。すなわち、符号化ブロックの分割は、クワッド細分化の一種の拡張
を示す。
【００５５】
　すでに上で述べたように、各符号化ブロック４０は、変換ブロックが各符号化ブロック
４０の異なる細分化を示しうるように、変換ブロックに並列して細分化されうる。図７ａ
および図７ｂに示されないこれらの変換ブロックの各々に、符号化ブロックの残差信号を
変換するための変換は、別々に実行されうる。
【００５６】
　以下に、本発明の更なる実施形態について説明する。前記実施形態が、ブロック統合と
ブロック分割との間の関連に集中した一方で、以下の記載はまた、スキップ／ダイレクト
モードなどの現在のコーデックにおいて知られた他の符号化原理に関する本願の態様を含
む。にもかかわらず、以下の記載は、別の実施形態、すなわち上記のものから分離された
実施形態を単に説明するだけであるとみなされるということではない。むしろ、下記の説
明も、上記実施形態に関する可能な実施態様の詳細を明らかにする。したがって、下記の
説明は、すでに上で示された図の引用符号を使用し、その結果、後述する各可能な実施態
様はまた、上記実施形態の可能なバリエーションを定める。これらのバリエーションの大
部分は、個々に前記実施形態に移されうる。
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【００５７】
　換言すれば、本願の実施形態は、サンプルのセットに関して、統合と残差データの欠如
の組み合わされたシグナリングによって、画像およびビデオ符号化アプリケーションにお
いて補助情報のレートを削減するための方法を説明する。換言すれば、画像およびビデオ
符号化アプリケーションの補助情報レートは、統合スキームの使用を示しているシンタッ
クス要素および残差データの欠如を示しているシンタックス要素を組み合わせることによ
って削減される。
【００５８】
　更に、これらのバリエーションおよび詳細を説明する前に、画像およびビデオコーデッ
クに関する概要が示される。
【００５９】
　画像およびビデオ符号化アプリケーションにおいて、画像と関連したサンプル配列は、
任意に形作られた領域、三角形、または他の形状を含む長方形又は四角ブロックまたはサ
ンプルの他の集合を示しうる、サンプルの特定のセット（またはサンプルセット）に通常
分割される。サンプル配列の細分化は、シンタックスによって固定されうる、または、細
分化は、ビットストリームの中で（少なくとも部分的に）シグナリングされる。細分化情
報をシグナリングするための補助情報レートを小さく保つために、シンタックスは、通常
、より小さいブロックへのブロックの細分化などの単純な分割となる限られた数の選択の
みを許容する。よく使用される分割スキームは、４つのより小さい正方形ブロックへの、
または、同一サイズの２つの長方形ブロックへの、または、異なるサイズの２つの長方形
ブロックへの正方形ブロックの分割である。ここで、実際に使用される分割は、ビットス
トリームの中でシグナリングされる。サンプルセットは、予測情報または残差符号化モー
ドなどを特定する特定の符号化パラメータと関係する。ビデオ符号化アプリケーションに
おいて、分割は、しばしば、動き表現のためになされる。（分割パターン内の）ブロック
のすべてのサンプルは、動きパラメータの同じセットと関係し、それは、予測の種類（例
えば、リスト０、リスト１、または双予測；および／または平行移動またはアフィン予測
または異なる動きモデルを用いた予測）を特定するパラメータ、使用される参照画像を特
定するパラメータ、通常、予測器に差として送信される参照画像に対する動きを特定する
パラメータ（例えば、変位ベクトル、アフィン動きパラメータベクトル、他の動きモデル
のための動きパラメータベクトル）、動きパラメータの精度（例えば２分の１サンプルま
たは４分の１サンプルの精度）、（例えば照度補償のための）参照サンプル信号の重み付
けを特定するパラメータ、または、現在ブロックの動き補償された予測信号を得るために
使用される補間フィルタを特定するパラメータを含みうる。サンプルセットごとに、（例
えば、予測および／または残差符号化を特定するために）個々の符号化パラメータが送信
されると仮定される。改善された符号化効率を得るために、本発明は、２つ以上のサンプ
ルセットをいわゆるサンプルセットのグループに統合する方法および特定の実施形態を示
す。この種のグループの全てのサンプルセットは、同じ符号化パラメータを共有する。そ
して、それは、そのグループにおけるサンプルセットのうちの１つと共に送信されること
ができる。こうすることによって、符号化パラメータは、個々にサンプルセットのグルー
プのサンプルセットごとに送信される必要はなく、その代わりに、符号化パラメータは、
サンプルセットの全グループのために一度だけ送信される。
【００６０】
　その結果、符号化パラメータを送信するための補助情報レートは削減され、全体の符号
化効率は、改善される。代わりのアプローチとして、符号化パラメータのうちの１つ又は
複数のための付加的なリファインメントは、サンプルセットのグループのサンプルセット
の１つ又は複数のために送信されることができる。そのリファインメントは、グループの
すべてのサンプルセットに、または、それが送信されるサンプルセットだけに、適用され
うる。
【００６１】
　本発明のいくつかの実施形態は、（上述のように）さまざまなサブブロック５０、６０
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へのブロックの分割と統合処理を組み合わせる。通常、画像またはビデオ符号化システム
は、ブロック４０のためのさまざまな分割パターンをサポートする。一例として、正方形
ブロックは、分割されないか、または、同じサイズの４つの正方形ブロックに、（正方形
ブロックが縦又は横に分割される）２つの同じサイズの２つの長方形ブロックに、若しく
は、（縦又は横に）２つの異なるサイズの長方形ブロックに分割されうる。説明された典
型的なパーティションパターンは、図８に示される。上記説明に加えて、分割は、１以上
のレベルの分割さえも関係しうる。例えば、正方形のサブブロックはまた、任意選択で、
同じ分割パターンを使用して更に分割されうる。この種の分割処理が、（正方形又は長方
形）ブロックを例えばその隣接ブロックのうちの１つと統合することを可能にする統合処
理と組み合わされるときに生じる問題は、それが生じる分割が、分割パターンと統合信号
の異なる組合せによって得ることができるということである。それ故、同じ情報は、異な
る符号語を使用してビットストリームにおいて送信されることができ、それは、符号化効
率に関して明らかに最適状態に及ばない。単純な例として、（図８の左上隅にて示したよ
うに、）更に分割されない正方形ブロックを考慮する。この分割は、このブロック４０が
細分化されないというシンタックス要素を送ることによって、直接、シグナリングされる
ことができる。しかし、同じパターンは、このブロックが、例えば、２つの縦に（または
横に）配置された長方形ブロック５０、６０に細分化されることを特定するシンタックス
要素を送ることによってシグナリングされることもできる。それから、これらの長方形ブ
ロックのうちの２番目が１番目の長方形ブロックと統合されることを特定する統合情報を
送ることができ、結果として、そのブロックが更に分割されないという信号を送るときと
ちょうど同じ分割となる。同じことは、最初にブロックが４つの正方形のサブブロックに
細分化されることを特定して、それから、全てのこれらの４つのブロックを効率的に統合
する統合情報を送ることによって得られる。この構想は、明らかに最適状態に及ばない（
我々が同じものをシグナリングするために異なる符号語を有するからである）。
【００６２】
　本発明のいくつかの実施形態は、補助情報レートを削減して、したがってブロックのた
めの異なる分割パターンを提供するという構想と統合についての構想との組み合わせのた
めに、符号化効率を増加させることに関する構想および可能性を説明する。図８の分割パ
ターン例を見れば、２つ長方形ブロックを用いた分割パターンのいずれかによって更に分
割されなかったブロックの「シミュレーション（ｓｉｍｕｌａｔｉｏｎ）」は、長方形ブ
ロックが１番目の長方形ブロックと統合される場合を禁ずる（すなわち、ビットストリー
ムシンタックス仕様から除外する）ときに回避されうる。より深く問題をみるとき、１番
目の長方形ブロックと同じパラメータ（例えば、予測を特定するための情報）と関係する
隣接（すなわち、１番目でない長方形ブロック）と２番目の長方形を統合することによっ
て細分化されなかったパターンを「シミュレートする（ｓｉｍｕｌａｔｅ）」ことは可能
である。これらの統合パラメータが、結果としてサポートされた分割パターンのうちの１
つをシグナリングすることによって得ることもできるパターンをもたらすとき、特定の統
合パラメータの送信が、ビットストリームシンタックスから除外される方法で、統合情報
の送信を条件づけることによって、冗長は回避される。例として、現在の分割パターンが
、例えば、２番目のブロック、すなわち図１及び図３の場合のブロック６０のための統合
情報を送る前に、図１及び図３に示すように、２つの長方形ブロックへの細分化を特定す
る場合、可能な統合候補のうちのどれが、１番目の長方形ブロック、すなわち図１及び図
３の場合のブロック５０と同じパラメータ（例えば、予測信号を特定するためのパラメー
タ）を有するかをチェックされることができる。そして、（１番目の長方形ブロック自体
を含む）同じ動きパラメータを有する全ての候補は、統合候補のセットから除かれる。統
合情報をシグナリングするために送られる符号語またはフラグは、結果として生じる候補
セットに適合される。候補セットがパラメータチェックによって空になる場合、統合情報
は送信されない。候補セットがちょうど１つのエントリからなる場合、そのブロックが統
合されるかどうかについてシグナリングされるだけであり、その候補は、復号器側で得ら
れるので、シグナリングされる必要がない。上記例に関して、同じ構想はまた、４つのよ
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り小さい正方形ブロックに正方形ブロックを分割する分割パターンにも使用される。ここ
で、統合フラグの送信は、細分化を特定しない分割パターンも、同じサイズの２つの長方
形ブロックへの細分化を特定する２つの分割パターンのいずれもが統合フラグの組み合わ
せによって達成されない方法で構成される。特定の分割パターンを用いた上記例に最も多
い構想を説明したが、（他の分割パターンと対応する統合情報との組合せによって特定の
分割パターンの仕様を回避する）同じ構想が分割パターンの他のセットのために使用され
ることができることは明らかである。
【００６３】
　考慮される必要がある他の態様は、統合構想がビデオ符号化設計で見られるスキップま
たはダイレクトモードにある意味で類似しているということである。スキップ／ダイレク
トモードにおいて、基本的に、動きパラメータは、現在ブロックのために送信されないが
、空間的および／または時間的隣接から推定される。スキップ／ダイレクトモードの特定
の効率的な構想において、動きパラメータ候補（参照フレームインデックス、変位ベクト
ル、その他）のリストは、空間および／または時間的隣接から生成され、候補パラメータ
のうちのどれが選択されるかについて特定するこのリストへのインデックスが送信される
。双予測されたブロック（または多重仮説フレーム）のために、別の候補が参照リストご
とにシグナリングされることができる。可能な候補は、現在ブロックの上部のブロック、
現在ブロックの左のブロック、現在ブロックの左上のブロック、現在ブロックの右上のブ
ロック、これらの候補でさまざまなものの中央値予測器、１つ又は複数の前の参照フレー
ムにおける同じ位置に配置されたブロック（または、他のすでに符号化されたブロック、
または、すでに符号化されたブロックから得られる組み合わせ）を含むことができる。
【００６４】
　スキップ／ダイレクトを統合構想と組み合わせることは、ブロックがスキップ／ダイレ
クトまたは統合モードを使用して、符号化されうることを意味する。スキップ／ダイレク
トおよび統合構想は類似するが、セクション１において更に詳細に説明される２つの構想
の違いがある。スキップおよびダイレクトの主な違いは、スキップモードが残差信号が送
信されないことを更にシグナリングすることである。統合構想が使用されるときに、通常
、ブロックが０以外の変換係数レベルを含むかどうかをシグナリングするフラグが送信さ
れる。
【００６５】
　改善された符号化効率を得るために、上及び下で説明される実施形態は、サンプルセッ
トが他のサンプルセットの符号化パラメータを使用するかどうかのシグナリングと残差信
号がブロックのために送信されないかどうかのシグナリングとを組み合わせる。組み合わ
されたフラグは、サンプルセットが他のサンプルセットの符号化パラメータを使用するこ
と、および、残差データが送信されないことを示す。この場合に関して、２つではなく１
つのフラグだけが送信されることを必要とする。
【００６６】
　上述したように、本発明のいくつかの実施形態はまた、統合アプローチが、ビットスト
リームの冗長を生ぜしめることなしで、画像のサンプル配列のための分割を選択するため
の可能性の数を著しく増加させるので、ビットストリームを生み出すためにより大きな自
由度を符号器に供給する。符号器が、例えば、特定のレート歪み測度を最小化するために
、より多くの選択肢の中から選ぶことができるので、符号化効率は、改善されうる。例と
して、分割と統合との組み合わせによって示されうる追加のパターンのいくつか（例えば
図９のパターン）は、（動き推定およびモード決定のための対応するブロックサイズを使
用して）追加的にテストされることができ、純粋に分割することによって（図８）、そし
て、分割および統合によって（図９）提供された最も良いパターンが、特定のレート歪み
測度に基づいて選択されることができる。加えて、ブロックごとに、すでに符号化された
候補セットのいずれかを用いた統合が、特定のレート歪み測度の減少において生ずるかど
うかについてテストされることができ、対応する統合フラグは、符号化処理の間、セット
される。要約すると、符号器を作動させるいくつかの可能性がある。単純なアプローチに



(27) JP 6258704 B2 2018.1.10

10

20

30

40

50

おいて、符号器は、（最高水準の符号化スキームとして）サンプル配列の最大の細分化を
最初に決定することができる。そうすると、それは、サンプルセットごとに、他のサンプ
ルセットまたはサンプルセットの他のグループを用いた統合が特定のレート歪みコスト測
度を削減するかどうかをチェックすることができる。ここで、サンプルセットの統合され
たグループと関連した予測パラメータは、（新たな動きサーチを実行することによって、
）再推定されることができる。または、現在サンプルセットのためにすでに決定された予
測パラメータおよび統合のための候補サンプルセット（またはサンプルセットのグループ
）は、サンプルセットの考慮されたグループのために評価されることができる。より広範
囲なアプローチにおいて、特定のレート歪みコスト測度は、サンプルセットの付加的な候
補グループのために評価されることができる。特例として、さまざまな可能な分割パター
ン（例えば図８参照）をテストするときに、分割および統合の組み合わせによって示され
ることができるパターンの一部又は全部（例えば図９参照）は、加えて、テストされるこ
とができる。すなわち、パターンの全てに関して、特定の動き推定およびモード決定処理
が実行され、最も小さいレート歪み測度を得るパターンが選択される。この処理は、上記
の低煩雑性処理と組み合わされることもできる。その結果、結果として生じるブロックの
ために、（例えば図８および図９のパターンの外で）すでに符号化されたブロックに関す
る統合がレート歪み測度の減少を生じさせるかどうかが追加的にテストされる。
【００６７】
　以下において、例えば図１、図２および図５の符号器と図３、図４および図６の復号器
などに関して、上で概説された実施形態のためのいくつかの可能な詳細な実施態様につい
て説明される。すでに上で述べたように、それは画像およびビデオ符号化において使用可
能である。上述の通り、画像または画像のためのサンプル配列の特定のセットは、ブロッ
クに分解されることができ、それは、特定の符号化パラメータと関連している。画像は、
通常、複数のサンプル配列からなる。加えて、画像は、付加的な補助のサンプル配列と関
連しうる。そして、それは、例えば、透明性情報または距離画像を特定することができる
。（補助のサンプル配列を含む）画像のサンプル配列は、１つ又は複数のいわゆる平面群
に分類されることができる。ここで、各平面群は、１つ又は複数のサンプル配列からなる
。画像の平面群は、独立に、または、画像が１つ又は複数の平面群と関連している場合に
は、同じ画像の他の平面群からの予測によって、符号化されうる。各平面群は、通常、ブ
ロックに分解される。ブロック（またはサンプル配列の対応するブロック）は、インター
画像予測またはイントラ画像予測によって予測される。ブロックは、異なるサイズを有す
ることができて、正方形または長方形でありえる。ブロックへの画像の分割は、シンタッ
クスによって固定することもでき、または、それは、（少なくとも部分的に）ビットスト
リームの中でシグナリングすることもできる。しばしば定められたサイズのブロックに関
する細分化の信号を送るシンタックス要素が送信される。この種のシンタックス要素は、
小さいブロックに細分化されるかや、どのように分割されるかを特定することができ、そ
して、例えば予測の目的で、符号化パラメータと関連している。可能な分割パターンの例
が図８に示される。ブロック（またはサンプル配列の対応するブロック）のすべてのサン
プルに関して、関連した符号化パラメータの復号は、特定の方法で特定される。例におい
て、ブロックの全てのサンプルが、（すでに符号化された画像のセットにおいて参照画像
を識別する）参照インデックス、（参照画像と現在の画像との間のブロックの動きについ
ての測度を特定する）動きパラメータ、補間フィルタを特定するためのパラメータ、イン
トラ予測モードなどの予測パラメータの同じセットを使用して、予測される。動きパラメ
ータは、横成分および縦成分を有する変位ベクトルによって、または、６つの成分からな
るアフィン動きパラメータなどの高次動きパラメータによって、示されることができる。
特定の予測パラメータ（例えば参照インデックスおよび動きパラメータ）の複数のセット
が１つのブロックと関連することも可能である。その場合、これらの特定の予測パラメー
タのセットごとに、ブロック（またはサンプル配列の対応するブロック）のための１つの
中間の予測信号が生成され、そして、最終的な予測信号は、中間の予測信号を重畳するこ
とを含む結合によって構築される。対応する重み付けパラメータおよび場合によっては（
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重み付けされた和に加算される）一定のオフセットは、画像に関して、若しくは参照画像
、若しくは参照画像セットに関して固定されうる、または、それらは、対応するブロック
のための予測パラメータのセットに含まれうる。元のブロック（またはサンプル配列の対
応するブロック）とそれらの予測信号との差（残差信号とも呼ばれる）は、通常、変換さ
れ、量子化される。しばしば、二次元変換が、残差信号（または残差ブロックのための対
応するサンプル配列）に適用される。変換符号化のために、（予測パラメータの特定のセ
ットが使用された）ブロック（またはサンプル配列の対応するブロック）は、変換を適用
する前に、更に分割されることができる。変換ブロックは、予測のために使用されるブロ
ックと等しくする、またはそれより小さくすることができる。変換ブロックが、予測のた
めに使用されるブロックの２つ以上を含むことも可能である。異なる変換ブロックは、異
なるサイズを有することができ、そして、変換ブロックは正方形または長方形のブロック
を表すことができる。図１～図７に関する上記例では、１番目の細分化のリーフノード、
すなわち符号化ブロック４０が、一方では、符号化パラメータの粒度を定めているパーテ
ィションに、一方では、二次元変換が個々に適用される変換ブロックに更に並列に分割さ
れうる点が留意された。変換後、結果として生じる変換係数は、量子化され、そして、い
わゆる変換係数レベルが得られる。変換係数レベル並びに予測パラメータ、そして、あれ
ば、細分化情報は、エントロピー符号化される。特に、変換ブロックのための符号化パラ
メータは、残差パラメータと呼ばれている。予測パラメータと同様に残差パラメータ、そ
して、あれば、細分化情報は、エントロピー符号化されうる。Ｈ．２６４としての最新技
術のビデオ符号化標準において、符号化ブロックフラグ（ｃｏｄｅｄ　ｂｌｏｃｋ　ｆｌ
ａｇ）（ＣＢＦ）と呼ばれているフラグは、全ての変換係数レベルが０であり、従って、
残差パラメータが符号化されないことをシグナリングしうる。本発明によれば、このシグ
ナリングは、統合アクティブ化シグナリングと組み合わされる。
【００６８】
　最新技術の画像およびビデオ符号化標準において、シンタックスによって供給されるブ
ロックに画像（または平面群）を細分化することの可能性は、非常に制限される。通常、
事前に定められたサイズのブロックがより小さいブロックに細分化されうるかどうか（場
合によってはその方法）が特定されるだけでありえる。例えば、Ｈ．２６４における最大
のブロックサイズは、１６ｘ１６である。１６ｘ１６ブロックは、マクロブロックとも呼
ばれ、各画像は、１番目のステップにおいて、マクロブロックに分割される。１６ｘ１６
マクロブロックごとに、それが１６ｘ１６ブロックとして、または、２つの１６ｘ８ブロ
ックとして、または、２つの８ｘ１６ブロックとして、または、４つの８ｘ８ブロックと
して、符号化されるかどうかがシグナリングされうる。１６ｘ１６ブロックが４つの８ｘ
８ブロックに細分化される場合、これらの８ｘ８ブロックの各々は、１つの８ｘ８ブロッ
クとして、または、２つの８ｘ４ブロックとして、または、２つの４ｘ８ブロックとして
、または、４つの４ｘ４ブロックとして、符号化されうる。最新技術の画像およびビデオ
符号化標準のブロックに分割を特定するための可能性の小さいセットは、細分化情報をシ
グナリングするための補助情報レートが小さく保たれることができる利点があるが、ブロ
ックのための予測パラメータを送信するのに必要なビットレートが、以下に説明されるよ
うに有意になりうるという不利な点がある。予測情報の信号を送るための補助情報レート
は、通常、ブロックのための全体のビットレートの有意な量を示す。そして、この補助情
報が削減されるときに、符号化効率は、増加することができる。そして、それは、例えば
、より大きいブロックサイズを使用することにより達成されることができる。Ｈ．２６４
と比較してサポートされた分割パターンのセットを増加させることも可能である。例えば
、図８に示された分割パターンは、すべてのサイズ（または選択されたサイズ）の正方形
のブロックのために供給されることができる。ビデオシーケンスの実像または画像は、特
定の性質を有する任意で形づくられたオブジェクトからなる。例えば、この種のオブジェ
クトまたはオブジェクトの部分は、一意なテクスチャまたは一意な動きによって特徴づけ
られる。そして、通常、予測パラメータの同一のセットは、この種のオブジェクトまたは
オブジェクトの一部のために使用されることができる。しかし、オブジェクト境界は、通
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常、大きな予測ブロック（例えばＨ．２６４の１６ｘ１６マクロブロック）のための可能
なブロック境界と一致しない。符号器は、通常、結果として特定のレート歪みコスト測度
の最小限になる（可能性の限られたセットの中の）細分化を決定する。任意で形作られた
オブジェクトのために、これは、結果として多数の小ブロックになる。この記述は、上記
（述べたような）多くの分割パターンが供給されるときにも成立する。分割パターンの量
があまりにも大きくなってはならない点に留意する必要がある。というのも、多くの補助
情報および／または符号器／復号器の計算量が、これらのパターンを信号を送信し、処理
するのに必要となるからである。そこで、任意で形作られたオブジェクトは、分割のため
、しばしば結果として多数の小ブロックになる。そして、これらの小ブロックの各々が、
送信される必要がある予測パラメータのセットと関連するので、補助情報レートは、全体
のビットレートの有意な部分になりうる。しかし、小ブロックのいくつかが、まだ同じオ
ブジェクトの領域またはオブジェクトの一部を示すので、多数の得られたブロックのため
の予測パラメータは、同じである又は非常に類似している。直観的に、ブロックを細分化
することを可能にするだけなく、細分化の後に得られる２つ以上のブロックを統合するこ
とを可能にする方法でシンタックスが拡張されるとき、符号化効率は増加されうる。結果
として、同じ予測パラメータによって符号化される一群のブロックを得る。この種の一群
のブロックのための予測パラメータは、一回のみ符号化されることを必要とする。図１～
図７の上記例において、例えば、統合が起こる場合、現在のブロック４０のための符号化
パラメータは送信されない。すなわち、符号器は、現在ブロックと関連した符号化パラメ
ータを送信せず、そして、復号器は、ビットストリーム３０が現在ブロック４０のための
符号化パラメータを含むことを予想しない。むしろ、その特定の実施形態によれば、単に
リファインメント情報だけが、統合された現在ブロック４０のために伝達されうる。候補
セットの決定およびその削減並びに統合などが、画像２０のうちの他の符号化ブロック４
０のために実行される。符号化ブロックは、何とか符号化チェーンに沿って符号化ブロッ
クのグループを形成する。そこにおいて、これらのグループのための符号化パラメータは
、全体で一回だけビットストリームの中で送信される。
【００６９】
　符号化予測パラメータの数を減らすことによって節約されるビットレートが統合情報の
ために追加的に費やされるビットレートより大きい場合、説明された統合は、結果として
増加した符号化効率になる。（統合のための）説明されたシンタックス拡張が、冗長を生
じさせることなしで、ブロックへの画像または平面群の分割を選択する際の付加的な自由
度を符号器に供給することが、更に述べられなければならない。符号器は、まず細分化を
して、それから結果として生じるブロックのいくつかが予測パラメータの同一のセットを
有するかどうかをチェックするようには制限されない。１つの単純な変形例として、符号
器は、最新技術の符号化技術として細分化を最初に決定することができる。次に、その隣
接ブロック（またはブロックの関連したすでに決定されたグループ）のうちの１つとの統
合が、レート歪みコスト測度を削減するかどうかをブロックごとにチェックすることがで
きる。これにおいて、ブロックの新しいグループと関連した予測パラメータが、（例えば
新たな動きサーチを実行することによって、）再度推定されることができる、または、現
在ブロックおよび隣接のブロック若しくはブロックのグループのためにすでに決定された
予測パラメータが、ブロックの新たなグループのために評価されることができる。符号器
は、分割および統合の組み合わせによって供給されるパターン（のサブセット）を直接チ
ェックすることもできる。すなわち、動き推定およびモード決定は、すでに上で述べたよ
うに結果として生じる形状でなされることができる。統合情報は、ブロックベースでシグ
ナリングされうる。実際上、その統合はまた、現在ブロックのための予測パラメータの推
定で得た結果と解釈されることもできる。ここで、推定された予測パラメータは、隣接し
たブロックのうちの１つの予測パラメータに等しく設定される。
【００７０】
　スキップとは別のモードに関して、（ＣＢＦのような）付加的なフラグは、残差信号が
送信されないことをシグナリングするために必要とされる。Ｈ．２６４の最新の技術ビデ
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オ符号化標準のスキップ／ダイレクトモードの２つの変形、時間的ダイレクトモードおよ
び空間的ダイレクトモードがあり、それは、画像レベルで選択される。両方のダイレクト
モードは、Ｂピクチャに適用できるだけである。時間的ダイレクトモードにおいて、参照
画像リスト０に関する参照インデックスは、０に等しくセットされ、参照画像リスト１に
関する参照インデックス並びに両方の参照リストに関する動きベクトルは、参照画像リス
ト１の第１の参照画像の同じ位置に配置されたマクロブロックの動きデータに基づいて得
られる。時間的ダイレクトモードは、時間コロケートした（ｔｅｍｐｏｒａｌ　ｃｏｌｌ
ｏｃａｔｅｄ）ブロックからの動きベクトルを使用して、現在ブロックとそのコロケート
ブロックとの間の時間距離に従って動きベクトルをスケールする。空間的ダイレクトモー
ドにおいて、両方の参照画像リストのための参照インデックスおよび動きベクトルは、基
本的には、空間的隣接における動きデータに基づいて推定される。参照インデックスは、
空間的隣接において対応する参照インデックスの最小値として選択され、そして、各動き
ベクトル構成要素は、空間的隣接における対応する動きベクトル構成要素の中線に等しく
セットされる。スキップモードは、（ＰおよびＢピクチャの）Ｈ．２６４の１６ｘ１６マ
クロブロックを符号化するために使用されることができるだけであり、ダイレクトモード
は、１６ｘ１６マクロブロックまたは８ｘ８サブマクロブロックを符号化するために使用
されることができる。ダイレクトモードとは対照的に、統合が現在ブロックに適用される
場合、すべての予測パラメータは、現在ブロックが統合されるブロックから複製されるこ
とができる。統合はまた、結果として１つのパターンのすべてのサンプルが同じ予測パラ
メータを使用して予測している上述のよりフレキシブルな分割パターンをもたらす任意の
ブロックサイズに適用されることもできる。
【００７１】
　上記または下記で概説される実施形態の根本概念は、統合およびＣＢＦフラグを結合す
ることによって、ＣＢＦフラグを送信するために必要であるビットレートを削減すること
である。サンプルセットが統合を使用して、残差データが送信されない場合、１つのフラ
グは、両方をシグナリングして送信される。
【００７２】
　画像およびビデオ符号化アプリケーションにおける補助情報レートを削減するために、
（長方形または正方形のブロックまたは任意の形状の領域またはサンプルの他の集合を示
しうる）サンプルの特定のセットは、通常、符号化パラメータの特定のセットと関連する
。これらのサンプルセットの各々に関して、符号化パラメータは、ビットストリームに含
まれる。符号化パラメータは、予測パラメータを示すことができ、それは、サンプルの対
応するセットがすでに符号化されたサンプルを使用してどのように予測されるかについて
特定する。サンプルセットへの画像のサンプル配列の分割は、シンタックスによって固定
されうるかまたはビットストリームの中の対応する細分化情報によってシグナリングされ
うる。１つのブロックについて複数の分割パターンが、許容されうる。サンプルセットの
ための符号化パラメータは、シンタックスによって与えられる所定の順で送信される。サ
ンプルの現在のセットに関して、それがサンプルセットのグループに１つ又は複数の他の
サンプルセットに（例えば、予測の目的で）統合されることがシグナリングされうる。対
応する統合情報のための値の可能なセットは、特定の分割パターンが他の分割パターンと
対応する統合データとの組み合わせによって示すことができない方法で、採用された分割
パターンに適用されうる。サンプルセットのグループための符号化パラメータは、一度だ
け送信されることを必要とする。予測パラメータに加えて、残差パラメータ（例えば変換
補助情報および量子化補助情報および変換係数レベル）が送信されることができる。現在
のサンプルセットが統合される場合、統合プロセスを示している補助情報が送信される。
この補助情報は、更に、統合情報と呼ばれる。上記および下記で説明される実施形態は、
統合情報のシグナリングが（残差データがブロックのために存在するかどうかを特定して
いる）符号化ブロックフラグのシグナリングと組み合わされる構想を説明する。
【００７３】
　特別な実施形態において、統合情報は、組み合わされた、いわゆるｍｒｇ＿ｃｂｆフラ
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グを含み、それは、現在のサンプルセットが統合され、かつ、残差データが送信されない
場合、１に等しい。この場合、更なる符号化パラメータおよび残差パラメータは送信され
ない。組み合わされたｍｒｇ＿ｃｂｆフラグが０に等しい場合、統合が適用されるかどう
かを示している他のフラグが符号化される。さらに、残差パラメータが送信されないこと
を示しているフラグは、符号化される。ＣＡＢＡＣおよびコンテキスト適応ＶＬＣにおい
て、統合情報に関連したシンタックス要素のための確率の導出（およびＶＬＣテーブル・
スイッチング）のためのコンテキストは、すでに送信されたシンタックス要素および／ま
たは復号化パラメータ（例えば組み合わされたｍｒｇ＿ｃｂｆフラグ）の関数として、選
択されることができる。
【００７４】
　好ましい実施形態において、組み合わされたｍｒｇ＿ｃｂｆフラグを含んでいる統合情
報は、符号化パラメータ（例えば予測情報および細分化情報）の前に符号化される。
【００７５】
　好ましい実施形態において、複合ｍｒｇ＿ｃｂｆフラグを含んでいる統合情報は、符号
化パラメータ（例えば予測情報および細分化情報）のサブセットの後、符号化される。細
分化情報から生じる、全てのサンプルセットに関して、統合情報は、符号化されることが
できる。
【００７６】
　図１１から図１３に関して更に下で説明される実施形態において、ｍｒｇ＿ｃｂｆは、
ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇと呼ばれている。通常、ｍｒｇ＿ｃｂｆは、ブロック統合と関連した
スキップの他のバージョンであることを示すために、ｍｅｒｇｅ＿ｓｋｉｐと呼ばれてい
ることができる。
【００７７】
　以下の好ましい実施形態は、長方形および正方形のブロックを示すサンプルのセットに
関して説明されるが、それは直接の方法でサンプルの任意の形状の領域または他の集合ま
で拡張されうる。好ましい実施形態は、統合方式に関連したシンタックス要素と残差デー
タの欠如を示しているシンタックス要素との組み合わせを示す。残差データは、残差補助
情報並びに変換係数レベルを含むことができる。好ましい実施態様に関しても、残差デー
タの欠如は、符号化ブロックフラグ（ＣＢＦ）によって特定されるが、それは同様に他の
手段またはフラグによって表現されうる。０に等しいＣＢＦは、残差データが送信されな
いケースに関する。
【００７８】
　１．統合フラグおよびＣＢＦフラグの組み合わせ
　以下に、補助的な統合をアクティブにするフラグは、ｍｒｇと呼ばれているが、後の図
１１～図１３に関して、それはｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇと呼ばれている。同様に、統合イン
デックスは、現在はｍｒｇ＿ｉｄｘと呼ばれているが、後で、ｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘが使用
される。
【００７９】
　１つのシンタックス要素を用いた統合フラグとＣＢＦフラグとの可能な組み合わせが、
このセクションにおいて説明される。以下概説されるこの可能な組み合わせの説明は、図
１～図６に示されて上記説明のいずれにでも転換することができる。
【００８０】
　好ましい実施形態において、最大で３つのシンタックス要素が、統合情報およびＣＢＦ
を特定するために送信される。
【００８１】
　第１のシンタックス要素（以下、ｍｒｇ＿ｃｂｆと呼ぶ）は、サンプルの現在のセット
が他のサンプルセットと統合されるかどうか、そして、すべての対応するＣＢＦが０に等
しいかどうか特定する。（統合なしで異なる分割パターンによってシグナリングされうる
分割を生じる候補の可能性のある除去の後、）候補サンプルセットの抽出されたセットが
空でない場合にのみ、ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素は、符号化されることができる。
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しかし、統合候補のリストが決して消えないこと、すなわち、少なくとも１つまたは少な
くとも２つの利用可能な統合候補があることが、デフォルトで保証されうる。本発明の好
ましい実施形態において、候補サンプルセットの抽出されたセットが空でない場合、ｍｒ
ｇ＿ｃｂｆシンタックス要素は、以下の通りに符号化される。
【００８２】
　－　現在ブロックが統合され、かつ、ＣＢＦがすべての構成要素（例えば輝度および２
つの彩度構成要素）に関して０に等しい場合、ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素は１にセ
ットされて、符号化される。
　－　そうでない場合、ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素は、０に等しく設定されて、符
号化される。
【００８３】
　ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素についての値０および１は、切り替えられることもで
きる。
【００８４】
　別にｍｒｇと呼ばれる第２のシンタックス要素は、サンプルの現在のセットが他のサン
プルセットに統合されるかどうかを特定する。ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素が１に等
しい場合、ｍｒｇシンタックス要素は符号化されず、代わりに１に等しいと推定される。
（候補サンプルの抽出されたセットが空であるので）ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素が
ない場合、ｍｒｇシンタックス要素もまた存在せず、０に等しいと推定される。しかし、
統合候補のリストが決して消えないこと、すなわち、少なくとも１つまたは少なくとも２
つの利用可能な統合候補があることが、デフォルトで保証されうる。
【００８５】
　ｍｒｇシンタックス要素が１に等しい（または１に等しいと推定される）場合にのみ符
号化される、ｍｒｇ＿ｉｄｘとも呼ばれる第３のシンタックス要素は、候補サンプルセッ
トのセットのうちのどれが統合のために採用されるかについて特定する。好ましい実施形
態において、候補サンプルセットの抽出されたセットが１つ以上の候補サンプルセットを
含む場合、ｍｒｇ＿ｉｄｘシンタックス要素は符号化されるだけである。別の好ましい実
施形態において、候補サンプルセットの抽出されたセットのうちの少なくとも２つのサン
プルセットが異なる符号化パラメータと関連する場合、ｍｒｇ＿ｉｄｘシンタックス要素
は、符号化されるだけである。
【００８６】
　統合候補リストは、構文解析処理能力を改善して、情報損失に関してよりロバストにな
るように、構文解析および再構築を分離するために固定されることができることが述べら
れなければならない。より正確には、その分離は、リストエントリおよび符号語の固定さ
れた割り当てを使用することにより保証されることができる。これはリストの長さを固定
することを要しない。しかし、付加的な候補を付け加えることによってリストの長さを同
時に固定することは、固定された（より長い）符号語の符号化効率損失を補償することを
可能にする。このように、前述のように、候補のリストが１つ以上の候補を含む場合、統
合インデックスシンタックス要素は、送信されることができるだけである。しかし、これ
は、統合インデックスを解析する前にリストを抽出することを必要とし、同時にこれらの
２つの処理を実行することを妨げるだろう。増加した構文解析スループットを可能にし、
構文解析プロセスを伝送誤差に関してよりロバストにするために、インデックス値および
固定された数の候補ごとに一定の符号語を使用することによりこの依存性を取り除くこと
は可能である。この数が候補選択によって達しない場合、リストを完成させるために補助
的候補を抽出することは可能である。これらの付加的な候補は、すでにリストにあるおそ
らく異なる候補の動きパラメータから構築されるいわゆる組み合わされた候補、および０
動きベクトルを含むことができる。
【００８７】
　好ましい実施形態において、予測パラメータ（または、より一般的には、サンプルセッ
トと関連した特定の符号化パラメータ）のサブセットが送信された後、サンプルのセット
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のための統合情報は符号化される。予測パラメータのサブセットは、１つ又は複数の参照
画像インデックス、または、動きパラメータベクトルまたは参考画像インデックスの１つ
又は複数の構成要素、および動きパラメータベクトルの１つ又は複数の構成要素からなり
うる。
【００８８】
　好ましい実施形態において、統合情報のｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素は、分割モー
ドの削減されたセットに関してのみ、符号化される。分割モードの可能なセットは、図８
に示される。好ましい実施形態において、分割モードのこの削減されたセットは、１つに
限られていて、第１の分割モード（図８のリストの左上）に対応する。例えば、ブロック
が更に分割されない場合だけ、ｍｒｇ＿ｃｂｆは符号化される。更なる例として、ｍｒｇ
＿ｃｆｂは、正方形のブロックについてのみ、符号化されることができる。
【００８９】
　他の好ましい実施形態において、統合情報のｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素は、この
分割が図８に示される可能な分割モードのうちの１つ、例えば左下の４ブロックを用いた
分割モードである分割の１つのブロックのためだけ、符号化される。好ましい実施形態に
おいて、これらの分割モードのうちの１つで組合せられる一つ以上のブロックがある場合
、（復号化順で）１番目の統合されたブロックの統合情報は、全体のパーティションのた
めのｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素を含む。その後復号される同じ分割モードの他のす
べてのブロックに関して、統合情報は、サンプルの現在のセットが他のサンプルセットに
統合されるかどうかを特定しているｍｒｇシンタックス要素を含むだけである。残差デー
タがあるかどうかの情報は、１番目のブロックにおいて符号化されるｍｒｇ＿ｃｂｆシン
タックス要素から推定される。
【００９０】
　更なる本発明の好ましい実施形態において、サンプルのセットのための統合情報は、予
測パラメータ（または、より一般的には、サンプルセットと関連する特定の符号化パラメ
ータ）の前に符号化される。ｍｒｇ＿ｃｂｆ、ｍｒｇおよびｍｒｇ＿ｉｄｘシンタックス
要素を含む統合情報は、上記の１番目の好ましい実施形態に示されたような方法で符号化
される。統合情報が、サンプルの現在のセットが他のサンプルのセットに統合されないこ
と、そして、構成要素のうちの少なくとも１つに関して、ＣＢＦが１に等しいことをシグ
ナリングする場合、予測または符号化パラメータおよび残差パラメータは送信されるだけ
である。好ましい実施形態において、ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素が、現在ブロック
が統合され、すべての構成要素のためのＣＢＦが０に等しいことを特定する場合、この現
在ブロックに関して、統合情報の後に必要とされる信号化はもはやない。
【００９１】
　他の本発明の好ましい実施形態において、シンタックス要素ｍｒｇ＿ｃｂｆ、ｍｒｇお
よびｍｒｇ＿ｉｄｘは、１つまたは２つのシンタックス要素として組み合わされて、符号
化される。好ましい実施形態において、ｍｒｇ＿ｃｂｆおよびｍｒｇは、１つのシンタッ
クス要素に組み合わされる。そして、それは以下のケースのいずれかを特定する：（ａ）
ブロックが統合され、それが残差データを含まないケース、（ｂ）ブロックが統合され、
残差データを含む（または残差データを含みうる）ケース、（ｃ）ブロックが統合されな
いケース。他の好ましい形態において、シンタックス要素ｍｒｇおよびｍｒｇ＿ｉｄｘは
、１つのシンタックス要素に組み合わされる。Ｎが統合候補の数である場合、組み合わさ
れたシンタックス要素は、以下のケースのうちの１つを特定する：ブロックが統合されな
い、ブロックが候補１に統合される、ブロックが候補２に統合される、…、ブロックが候
補Ｎに統合される。本発明の更なる好ましい実施形態において、シンタックス要素ｍｒｇ
＿ｃｆｂ、ｍｒｇおよびｍｒｇ＿ｉｄｘは、１つのシンタックス要素に結合される。そし
て、（候補の数であるＮを用いて）それは以下のケースの１つを特定する：ブロックが統
合されない、ブロックが候補１に統合され且つ残差データを含まない、ブロックが候補２
に統合され且つ残差データを含まない、…、ブロックが候補Ｎに統合され且つ残差データ
を含まない、ブロックが候補１に統合され且つ残差データを含む（または含みうる）、ブ
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ロックが候補２に統合され且つ残差データを含む（または含みうる）。ブロックが候補Ｎ
に統合され且つ残差データを含む（または含みうる）。組み合わされたシンタックス要素
は、可変長符号によって送信されることができるか、または算術符号化によって送信され
ることができるか、またはいかなる特定の２値化方式も使用してバイナリの算術符号化に
よって送信されることができる。
【００９２】
　２．統合フラグとＣＢＦフラグとの組み合わせおよびスキップ／ダイレクトモード
　スキップ（ＳＫＩＰ）／ダイレクト（ＤＩＲＥＣＴ）モードは、特定のブロックサイズ
および／またはブロック形状の全て又はそれのみのためにサポートされうる。最新の技術
ビデオ符号化標準Ｈ．２６４に特定されるようなスキップ／ダイレクトモードの拡張にお
いて、候補ブロックのセットは、スキップ／ダイレクトモードのために使用される。スキ
ップとダイレクトとの違いは残差パラメータが送られるかどうかである。スキップおよび
ダイレクトの（例えば予測に関する）パラメータは、対応する候補のいずれかから推定さ
れることができる。どの候補が符号化パラメータを推定するために使用されるかについて
シグナリングする候補インデックスは、符号化される。複数の予測が（Ｈ．２６４　Ｂ―
フレームにおいて使用される双予測的なブロックのような）現在ブロックのための最終的
な予測信号を形成するために組み合わされる場合、あらゆる予測は異なる候補に関しうる
。このようにあらゆる予測のために、候補インデックスは、符号化されることができる。
【００９３】
　本発明の好ましい実施形態において、スキップ／ダイレクトのための候補リストは、統
合モードのための候補リストとは異なる候補ブロックを含むことができる。１つの例が、
図１０に示される。候補リストは、以下のブロックを含むことができる（現在ブロックは
、Ｘｉで示される）
　●動きベクトル（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ）（０，０）
　●中央値（Ｍｅｄｉａｎ）（左（Ｌｅｆｔ）、上（Ａｂｏｖｅ）、角（Ｃｏｒｎｅｒ）
間）
　●左ブロック（Ｌｅｆｔ　ｂｌｏｃｋ）（Ｌｉ）
　●上ブロック（Ａｂｏｖｅ　ｂｌｏｃｋ）（Ａｉ）
　●角ブロック（順番に：右上（Ａｂｏｖｅ　Ｒｉｇｈｔ）（Ｃｉ１）、左下（Ｂｅｌｏ
ｗ　Ｌｅｆｔ）（Ｃｉ２）、左上（Ａｂｏｖｅ　Ｌｅｆｔ）（Ｃｉ３））
　●異なるが、すでに符号化された画像のコロケートブロック（Ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ　
ｂｌｏｃｋ）
【００９４】
　以下の記号は、下記実施形態を説明するために使用される。
　●ｓｅｔ＿ｍｖｐ＿ｏｒｉは、スキップ／ダイレクトモードのために使用される候補の
セットである。このセットは｛中央値（Ｍｅｄｉａｎ）、左ブロック（Ｌｅｆｔ）、上ブ
ロック（Ａｂｏｖｅ）、角ブロック（Ｃｏｒｎｅｒ）、コロケートブロック（Ｃｏｌｌｏ
ｃａｔｅｄ）｝から構成される。中央値（Ｍｅｄｉａｎ）は、中央値（左、上、角の順序
付けられたセットの中央値）であり、コロケートブロック（ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ）は、
最も近い参照フレーム（参照画像リストのうちの１つの１番目の参照画像）によって与え
られ、対応する動きベクトルは時間距離に従ってスケールされる。例えば、左（Ｌｅｆｔ
）、上（Ａｂｏｖｅ）、角（Ｃｏｒｎｅｒ）ブロックがない場合、０に等しい両方の構成
要素を有する動きベクトル（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ）が、追加的に、候補のリスト
に挿入されうる。
　●ｓｅｔ＿ｍｖｐ＿ｃｏｍｂは、ｓｅｔ＿ｍｖｐ＿ｏｒｉのサブセットである。
【００９５】
　好ましい実施形態において、スキップ／ダイレクトモードおよびブロック統合モードの
両方がサポートされる。スキップ／ダイレクトモードは、候補の元のセット（ｓｅｔ＿ｍ
ｖｐ＿ｏｒｉ）を使用する。ブロック統合モードに関連した統合情報は、組み合わされた
ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素を含むことができる。
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【００９６】
　他の実施形態において、スキップ／ダイレクトモードとブロック統合モードはサポート
されが、スキップ／ダイレクトモードは候補の修正されたセット（ｓｅｔ＿ｍｖｐ＿ｃｏ
ｍｂ）を使用する。候補のこの修正されたセットは、元のセットｓｅｔ＿ｍｖｐ＿ｏｒｉ
の特定のサブセットでありえる。好ましい実施形態において、候補の修正されたセットは
、角（Ｃｏｒｎｅｒ）ブロックおよびコロケート（Ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ）ブロックから
成る。
【００９７】
　他の実施形態において、候補の修正されたセットは、コロケート（Ｃｏｌｌｏｃａｔｅ
ｄ）ブロックから成るだけである。更なるサブセットが可能である。
【００９８】
　他の実施形態において、スキップモードが関連したパラメータの前に、ｍｒｇ＿ｃｂｆ
シンタックス要素を含んでいる統合情報は符号化される。他の実施形態において、スキッ
プモードが関連したパラメータは、ｍｒｇ＿ｃｂｆシンタックス要素を含んでいる統合情
報の前に符号化される。
【００９９】
　他の実施形態によれば、ダイレクトモードは、アクティブにされない（存在しない）こ
とができ、ブロック統合は、ｍｒｇ＿ｃｂｆと交換されるスキップモードを有する候補の
拡張セットを有する。
【０１００】
　好ましい実施形態において、ブロック統合のための候補リストは、異なる候補ブロック
を含むことができる。１つの例が、図１０に示される。候補リストは、以下のブロックを
含むことができる（現在ブロックは、Ｘｉで示される）：
　●動きベクトル（Ｍｏｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ）（０，０）
　●左ブロック（Ｌｅｆｔ　ｂｌｏｃｋ）（Ｌｉ）
　●上ブロック（Ａｂｏｖｅ　ｂｌｏｃｋ）（Ａｉ）
　●異なるが、すでに符号化された画像のコロケートブロック（Ｃｏｌｌｏｃａｔｅｄ　
ｂｌｏｃｋ）
　●角ブロック（順番に：右上（Ａｂｏｖｅ　Ｒｉｇｈｔ）（Ｃｉ１）、左下（Ｂｅｌｏ
ｗ　Ｌｅｆｔ）（Ｃｉ２）、左上（Ａｂｏｖｅ　Ｌｅｆｔ）（Ｃｉ３））
　●組み合わされた双予測的な候補
　●スケールされていない双予測的な候補
【０１０１】
　ブロック統合のための候補の位置が、メモリーアクセスを省くためにインター予測のＭ
ＶＰのリストと同じでありえることが述べられなければならない。
【０１０２】
　更に、リストは、構文解析処理能力を改善し、情報損失に関してよりロバストにするた
めに構文解析および再構築を分離するように上で概説された方法で「固定される（ｆｉｘ
ｅｄ）」ことができる。
【０１０３】
　３．ＣＢＦの符号化
　好ましい実施形態において、ｍｒｇ＿ｃｆｂシンタックス要素が０に等しい（それは、
ブロックも統合されないこと、または、それがゼロ以外の残差データを含むことをシグナ
リングする）場合、残差データのすべての構成要素（例えば輝度および２つの彩度構成要
素）がゼロであるか否かについてシグナリングするフラグが送信される。ｍｒｇ＿ｃｆｂ
が１に等しい場合、このフラグは送信されない。特定の構成において、ｍｒｇ＿ｃｆｂが
０に等しい場合、このフラグは送信されず、シンタックス要素ｍｒｇはブロックが統合さ
れることを特定する。
【０１０４】
　他の好ましい実施形態において、ｍｒｇ＿ｃｆｂシンタックス要素が０に等しい（それ
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は、ブロックが統合されない、または、それがゼロ以外の残差データを含むことをシグナ
リングする）場合、構成要素のための残差データがゼロであるか否かについてシグナリン
グする各構成要素についてのシンタックス要素が送信される。
【０１０５】
　異なるコンテキストモデルは、ｍｒｇ＿ｃｂｆのために使用されることができる。
【０１０６】
　このように、上記実施形態は、特に、
　サンプルのサンプルセットに画像を細分化するように構成されたサブディバイダーと、
　サンプルセットを１つ又は複数のサンプルセットの独立のセットにそれぞれ統合するよ
うに構成されたマージャーと、
　サンプルセットの独立のセットの単位で、画像の全域で異なる符号化パラメータを使用
して、画像を符号化するように構成された符号器であって、前記符号器は、画像を予測し
て、所定のサンプルセットについての予測残差を符号化することによって、画像を符号化
するように構成された符号器と、
　各サンプルセットが他のサンプルセットとともに独立のセットのうちの１つに統合され
るかどうかに関してシグナリングする、サンプルセットの少なくともサブセットの各々の
ための１つ又は複数のシンタックス要素に加えて、ビットストリームに予測残差および符
号化パラメータを挿入するために構成されたストリームジェネレータとを含む、画像を符
号化する装置を示す。
【０１０７】
　更に、その中に符号化された画像を有しているビットストリームを復号するための装置
が説明され、それは、
　サンプルセットに画像を細分化するように構成されたサブディバイダーと、
　各々サンプルセットを１つ又は複数のサンプルセットの独立のセットに統合するように
構成されたマージャーと、
　サンプルセットの独立のセットの単位で、画像の全域で異なる符号化パラメータを使用
して画像を復号するように構成された復号器であって、前記復号器は、所定のサンプルセ
ットに関して、画像を予測して、所定のサンプルセットについての予測残差を復号して、
予測残差と画像を予測することから生じる予測とを組み合わせることによって画像を復号
するように構成された復号器と、
　前記各サンプルセットが他のサンプルセットとともに独立のセットのうちの１つに統合
されることになるかどうかに関してシグナリングする、サンプルセットの少なくともサブ
セットの各々のための１つ又は複数のシンタックス要素とともに、ビットストリームから
予測残差および符号化パラメータを抽出するように構成されたエクストラクターであって
、前記マージャーがシンタックス要素に応答して統合を実行するように構成されたエクス
トラクターとを含む。
【０１０８】
　１つ又は複数のシンタックス要素の可能な状態のうちの１つは、各サンプルセットが他
のサンプルセットとともに独立のセットの１つに統合されることになっており、ビットス
トリームに、符号化されて、挿入された予測残差を有しないことを信号化する。
【０１０９】
　エクストラクターはまた、ビットストリームから細分化情報を抽出するように構成され
、サブディバイダーは、細分化情報に応答してサンプルセットに画像を細分化するように
構成される。
【０１１０】
　エクストラクターおよびマージャーは、例えば、サンプルセット走査順に従ってサンプ
ルセットを通って順次進み、現在のサンプルセットに関して、
　ビットストリームから第１のバイナリシンタックス要素（ｍｒｇ＿ｃｂｆ）を抽出し、
　第１のバイナリシンタックス要素が、第１のバイナリ状態をとる場合、現在のサンプル
セットを独立のセットのうちの１つに、現在のサンプルセットのための符号化パラメータ
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が、この独立のセットと関連した符号化パラメータに等しいことを推定することによって
、現在のサンプルセットを統合し、現在のサンプルセットについての予測残差の抽出をス
キップし、サンプルセット走査順における次のサンプルセットに進み、
　第１のバイナリシンタックス要素が、第２のバイナリ状態をとる場合、ビットストリー
ムから第２のシンタックス要素（ｍｒｇ、ｍｒｇ＿ｉｄｘ）を抽出し、
　第２のシンタックス要素に応じて、現在のサンプルセットについての予測残差に関する
少なくとも１つの更なるシンタックス要素を抽出するとともに、独立のセットのうちの１
つに、現在のサンプルセットのための符号化パラメータがこの独立のセットと関連した符
号化パラメータに等しいことを推定することによって、現在のサンプルセットを統合する
、または、現在のサンプルセットのための符号化パラメータの抽出を実行するように構成
されうる。
【０１１１】
　少なくともサンプルセットのサブセットの各々のための１つ又は複数のシンタックス要
素はまた、各サンプルセットが他のサンプルセットとともに独立のセットのいずれか１つ
に統合されることになる場合、各サンプルセットと隣接する所定の候補サンプルのセット
のうちのどれを用いて、各サンプルセットが統合されるかをシグナリングすることができ
る。
【０１１２】
　エクストラクターは、１つ又は複数のシンタックス要素が、各サンプルセットが他のサ
ンプルセットとともに独立のセットのいずれかに統合されることになることをシグナリン
グする場合、
　各サンプルセットについての符号化パラメータの少なくとも一部が予測されることにな
るかどうかや、各サンプルセットに隣接する所定の候補サンプルの更なるセットのいずれ
から予測されることになるかをシグナリングする１つ又は複数の更なるシンタックス要素
（スキップ／ダイレクトモード）を、ビットストリームから抽出するように構成されうる
。
【０１１３】
　その場合、所定の候補サンプルセットのセットおよび所定の候補サンプルセットの更な
るセットは、少数の所定の候補サンプルセットのセットおよび所定の候補サンプルセット
の更なるセットの所定の候補サンプルセットに関して、互いに独立である又は交わりうる
。
【０１１４】
　エクストラクターはまた、ビットストリームから細分化情報を抽出するように構成され
えて、サブディバイダーは、細分化情報に応答して、サンプルセットに階層的に画像を細
分化するように構成され、エクストラクターは、画像が細分化されるサンプルセットによ
って構成される、親サンプルセットの子サンプルセットを通って順次進み、そして、現在
の子サンプルセットに関して、
　第１のバイナリシンタックス要素（ｍｒｇ＿ｃｂｆ）をビットストリームから抽出し、
　第１のバイナリシンタックス要素が、第１のバイナリ状態をとる場合、独立のセットの
うちの１つに、現在の子サンプルセットのための符号化パラメータがこの独立のセットと
関連した符号化パラメータに等しいことを推定することによって、現在の子サンプルセッ
トを統合し、現在の子サンプルセットについての予測残差の抽出をスキップし、次の子サ
ンプルセットに進み、
　第１のバイナリシンタックス要素が、第２のバイナリ状態をとる場合、第２のシンタッ
クス要素（ｍｒｇ、ｍｒｇ＿ｉｄｘ）をビットストリームから抽出し、そして、
　第２のシンタックス要素に応じて、現在の子サンプルセットについての予測残差に関す
る少なくとも１つの更なるシンタックス要素を抽出し、次の子サンプルセットに進むと共
に、独立のセットの１つに、現在の子サンプルセットについての符号化パラメータがこの
独立のセットと関連した符号化パラメータに等しいことを推定することによって、現在の
子サンプルセットを統合し、または、現在の子サンプルセットについての符号化パラメー
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タの抽出を実行し、
　次の子サンプルセットに関して、現在の子サンプルセットの第１のバイナリシンタック
ス要素が、第１のバイナリ状態をとる場合、第１のバイナリシンタックス要素の抽出をス
キップし、代わりに第２のシンタックス要素を抽出することから始まり、そして、現在の
子サンプルセットの第１のバイナリシンタックス要素が、第２のバイナリ状態をとる場合
、第１のバイナリシンタックス要素を抽出するように構成される。
【０１１５】
　例えば、親サンプルセット（ＣＵ）が２つの子サンプルセット（ＰＵ）に分割されるこ
とを仮定してみる。第１のＰＵについては、第１のバイナリシンタックス要素（ｍｅｒｇ
ｅ＿ｃｂｆ）が、第１のバイナリ状態を有する場合、１）第１および第２のＰＵ（ＣＵ全
体）は、ビットストリームに残差データを有さず、２）第２のＰＵについては、第２のバ
イナリシンタックス要素（ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇ、ｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘ）はシグナリング
される。しかし、第１のＰＵのための第１のバイナリシンタックス要素が、第２のバイナ
リ状態を有する場合、１）第１のＰＵについては、第２のバイナリシンタックス要素（ｍ
ｅｒｇｅ＿ｆｌａｇ、ｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘ）がシグナリングされ、同様に、残差データが
ビットストリームにあり、一方、２）第２のＰＵについては、第１のバイナリシンタック
ス要素（ｍｅｒｇｅ＿ｃｂｆ）がシグナリングされる。このように、ｍｅｒｇｅ＿ｃｂｆ
がすべての前の子サンプルセットに関して第２のバイナリ状態にある場合、ｍｅｒｇｅ＿
ｃｂｆは、ＰＵレベルで、すなわち、連続した子サンプルに関してシグナリングされるこ
とがありえる。ｍｅｒｇｅ＿ｃｂｆが、連続した子サンプルセットのための第１のバイナ
リ状態にある場合、この子サンプルセットに続くすべての子サンプルセットが、ビットス
トリームに残差データを有するというわけではない。例えば、例えば４つのＰＵに分割さ
れたＣＵに関して、ｍｅｒｇｅ＿ｃｂｆは、符号化順で３番目および４番目のＰＵが、ビ
ットストリームに残差データを有しないが、１番目のＰＵは有するまたは有しうることを
意味する２番目のＰＵに関する第１のバイナリ状態にあることもありえる。
【０１１６】
　第１および第２のバイナリシンタックス要素は、コンテキスト適応可変長符号化または
コンテキスト適応（バイナリ）算術符号化を使用して符号化されうる、そして、シンタッ
クス要素を符号化するためのコンテキストは、すでに符号化されたブロックのこれらのシ
ンタックス要素のための値に基づいて得られる。
【０１１７】
　他の好ましい実施形態において説明したように、候補のリストが一つ以上の候補を含む
場合にのみ、シンタックス要素ｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘが送信されうる。これは、統合インデ
ックスを構文解析する前にリストを得ることを必要とする。これらの２つの処理を並列に
実行することを妨げる。増加した構文解析スループットを可能にし、構文解析プロセスを
伝送誤差に関してよりロバストにするために、インデックス値ごとの固定された符号語お
よび固定の数の候補を使用することにより、この依存性を取り除くことは可能である。こ
の数が候補選択によって達しない場合、リストを完成させるために、補助的候補を得るこ
とは可能である。これらの付加的な候補は、すでにリストにあるおそらく異なる候補の動
きパラメータおよび０動きベクトルから構築される、いわゆる組み合わされた候補（ｃｏ
ｍｂｉｎｅｄ　ｃａｎｄｉｄａｔｅｓ）を含みうる。
【０１１８】
　他の好ましい実施形態において、候補セットのブロックのうちのどれをシグナリングす
るかのシグナリングするためのシンタックスが、符号器および復号器で同時に適用される
。例えば、統合に関するブロックの３つの選択が与えられる場合、それらの３つの選択は
、シンタックスにあるのみで、エントロピー符号化のために考慮される。他の全ての選択
についての確率は０であるとみなされて、エントロピー符復号化は、符号器および復号器
で同時に適合される。
【０１１９】
　統合プロセスの結果として推定される予測パラメータは、ブロックと関連している予測
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パラメータの全セットを示すことができる、または、それらは、これらの予測パラメータ
（例えば多仮説予測（ｍｕｌｔｉ－ｈｙｐｏｔｈｅｓｅｓ　ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ）が使
用されるブロックの１つの仮説のための予測パラメータ）のサブセットを示すことができ
る。
【０１２０】
　好ましい実施形態において、統合情報に関連したシンタックス要素は、コンテキストモ
デリングを使用してエントロピー符号化される。
【０１２１】
　上で概説された実施形態を特定のシンタックスへ移す１つの方法は、次の図に関して以
下において説明される。特に、図１１～図１３は、上で概説された実施形態を利用するシ
ンタックスの異なる部分を示す。特に、下で概説される実施形態によれば、画像２０が、
まず、その画像内容が図１１に示されるシンタックスｃｏｄｉｎｇ＿ｔｒｅｅを使用して
符号化される符号化ツリーブロックに分けられる。そこに示されるように、例えば、コン
テキスト適応バイナリ算術符号化または他の特定のエントロピー符号化モードに関するｅ
ｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ＝１について、現在の符号化ツリーブ
ロックのクワッドツリー細分化は、符号４００でｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿
ｆｌａｇと呼ばれているフラグによってシンタックス部ｃｏｄｉｎｇ＿ｔｒｅｅの中にシ
グナリングされる。図１１に示すように、以下に説明される実施形態によれば、ツリール
ートブロックは、図７ａに示すように深さ優先走査順でｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎ
ｉｔ＿ｆｌａｇによってシグナリングされるように、細分化される。リーフノードに達す
るときはいつでも、それはシンタックス関数ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔを使用して直ちに符
号化される符号化単位を示す。このことは、現在のｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ
＿ｆｌａｇがセットされるかどうかに関してチェックする４０２の条件節に注目するとき
に、図１１から分かる。ＹＥＳの場合は、関数ｃｏｄｉｎｇ＿ｔｒｅｅは再帰的に呼ばれ
、符号器および復号器で、それぞれ、更なるｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｆｌ
ａｇの更なる送信／抽出をもたらす。そうでない場合、すなわち、ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉ
ｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｆｌａｇ＝０である場合、図７ａのツリールートブロック２００の現在
のサブブロックは、リーフブロックであり、この符号化単位を符号化するために、図１０
の関数ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔが４０４で呼ばれる。
【０１２２】
　現在説明された実施形態において、上述のオプションは、どの統合がインター予測モー
ドが利用できる画像のために単に使用可能なだけかについて使用される。すなわち、イン
トラ符号化スライス／画像は、いずれにしろ統合を使用しない。このことは、図１２から
認識でき、イントラ画像スライスタイプと異なるスライスタイプの場合、すなわち、現在
の符号化単位が属する現在のスライスがパーティションがインター符号化されることを可
能にする場合にのみ、フラグｓｋｉｐ＿ｆｌａｇが４０６で送信される。本実施形態によ
れば、統合は、単にインター予測に関連した予測パラメータだけに関する。本実施形態に
よれば、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇは、全部の符号化単位４０のためにシグナリングされ、そし
て、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇが１に等しい場合、このフラグ値は、
　１）現在の符号化単位のための分割モードが、それが分割されず、その符号化単位のパ
ーティションのみそれ自体を示す、非分割モードであること、
　２）現在の符号化単位／パーティションが、インター符号化される、すなわち、インタ
ー符号化モードに割り当てられること、
　３）現在の符号化単位／パーティションが、統合の影響を受けること、
　４）現在の符号化単位／パーティションが、スキップモードに従属する、すなわち、ス
キップモードをアクティブにすること
を並行して復号器にシグナリングする。
【０１２３】
　したがって、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇがセットされる場合、関数ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ＿ｕ
ｎｉｔは、４０８で呼ばれ、現在の符号化単位を予測単位であるとして示す。しかし、こ
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れは、統合オプションのスイッチングの唯一の可能性ではない。むしろ、全部の符号化単
位に関連したｓｋｉｐ＿ｆｌａｇが４０６でセットされない場合、非イントラ画像スライ
スの符号化単位の予測タイプがシンタックス要素ｐｒｅｄ＿ｔｙｐｅによって４１０でシ
グナリングされ、それに応じて、現在の符号化単位が更に分割されない場合に、例えば４
１２で、現在の符号化単位のいかなるパーティションに関する関数ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ
＿ｕｎｉｔを呼ぶ。図１２において、単に４つの異なる分割オプションだけが利用できる
ように示されるが、図８に示された他の分割オプションも同様に利用可能でありうる。他
の可能性は、分割オプションＰＡＲＴ＿ＮｘＮが利用可能でないが、他は可能であること
であろう。図８に示される分割オプションとの図１２に使用された分割モードの名前との
間の関連は、個々の分割オプションの下の各添え字によって図８に示される。予測タイプ
シンタックス要素ｐｒｅｄ＿ｔｙｐｅは、予測モード、すなわち、イントラ符号化かイン
ター符号化かをシグナリングするだけでなく、インター符号化モードの場合の分割もシグ
ナリングすることに留意されたい。インター符号化モードの場合が、更に述べられる。関
数ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ＿ｕｎｉｔは、前述の符号化順におけるパーティション５０およ
び６０などのパーティションごとに呼ばれる。関数ｐｒｅｄｉｃｔｉｏｎ＿ｕｎｉｔは、
４１４でｓｋｉｐ＿ｆｌａｇをチェックすることから始める。ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇがセッ
トされる場合、４１６において必然的にｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘが続く。ステップ４１４のチ
ェックは、４０６で信号化されたような全体の符号化単位に関連したｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ
がセットされたかどうかに関してチェックすることについてのものである。そうでない場
合は、ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇは、４１８で再度信号化され、後者がセットされる場合は、
現在のパーティションについての統合候補を示すｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘが、４２０で続く。
さらに、ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇは、現在の符号化単位の現在の予測モードが、インター予
測モード（４２２を参照）である場合にのみ、４１８で現在のパーティションのために信
号化される。すなわち、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇがセットされていない場合、予測モードは、
４１０でｐｒｅｄ＿ｔｙｐｅを介してシグナリングされる。ここにおいて、予測単位ごと
に、ｐｒｅｄ＿ｔｙｐｅは、インター符号化モードがアクティブである（４２２を参照）
場合には、統合特定フラグ、すなわち、ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇは、統合インデックスｍｅ
ｒｇｅ＿ｉｄｘによってパーティションごとに統合がアクティブにされるとき、続くパー
ティションごとに、個々に、送信される。
【０１２４】
　図１３から分かるように、本実施形態によれば、４２４の現在の予測単位のために使用
される予測パラメータの送信は、統合が現在の予測のために使用されない場合にのみ、す
なわち、統合は、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇによっても、各パーティションのｍｅｒｇｅ＿ｆｌ
ａｇによってもアクティブにされないので、実行される。
【０１２５】
　すでに上で示されるように、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ＝１は、残差データが送信されないこ
とになると同時にシグナリングする。これは、その送信の直後にｓｋｉｐ＿ｆｌａｇの状
態をチェックする条件節４２８の他のオプションの中の残差データ送信から得られるよう
に、現在の符号化単位についての図１２の４２６における残差データの送信が、ｓｋｉｐ
＿ｆｌａｇが０に等しい場合にのみ起こることから得られる。
【０１２６】
　今まで、図１１～図１３の実施形態は、ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｍｏｄｅ＿ｆ
ｌａｇが１に等しいという仮定の下においてのみ説明された。しかし、図１１～図１３の
実施形態は、他のエントロピー符号化モードが、例えば可変長符号化、より正確であるた
めに、例えばコンテキスト適応可変長符号化など、シンタックス要素をエントロピー符号
化するために、使用される場合である、ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌ
ａｇ＝０の場合の上で概説された実施形態のうちの一実施形態を含む。特に、統合とスキ
ップモードのアクティブ化を同時にシグナリングする可能性は、共通シグナリング状態が
各シンタックス要素の２つ以上の状態の中のうちの１つの状態だけである、上で概説され
た変形例に従う。このことについて、ここでより詳細に説明する。しかしながら、両方の
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エントロピー符号化モード間で切り替わる可能性が、任意であり、したがって、別の実施
形態は、２つのエントロピー符号化モードのうちの１つを可能にすることのみによって、
図１１～図１３から容易に得ることができることが強調される。
【０１２７】
　例えば、図１１を参照されたい。ｅｎｔｒｏｐｙ＿ｃｏｄｉｎｇ＿ｍｏｄｅ＿ｆｌａｇ
が０に等しく、かつ、ｓｌｉｃｅ＿ｔｙｐｅシンタックス要素が、現在のツリールートブ
ロックがインター符号化スライスに属することをシグナリングする、すなわち、インター
符号化モードが利用できる場合、シンタックス要素ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒ
ｔ＿ｍｏｄｅは、４３０で送信されて、このシンタックス要素は、その名前により示され
るように、各分割情報とともに、現在の符号化単位の更なる細分化に関する情報、スキッ
プモードのアクティブ化または非アクティブ化、統合および予測モードのアクティブ化ま
たは非アクティブ化をシグナリングする。表１を参照されたい。
【０１２８】
【表１】

【０１２９】
　表１は、現在の符号化単位が現在のツリールートブロックの中のクワッドツリー細分化
において最も小さいものではないサイズを有する場合におけるシンタックス要素ｃｕ＿ｓ
ｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅの可能な状態の意味を特定する。その可能な状
態は、表１の最も左端の列にリストされる。表１が、現在の符号化単位が最も小さいサイ
ズを有しない場合に関連するので、ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅの
状態、すなわち、状態０がある。そして、それは、それは現在の符号化単位が、実際の符
号化単位でなく、更なる４つの符号化単位に細分化される必要があり、それらがさらに４
３２の関数ｃｏｄｉｎｇ＿ｔｒｅｅを呼ぶことによって概説されたように、深さ優先走査
順で走査されることをシグナリングする。すなわち、ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａ
ｒｔ＿ｍｏｄｅ＝０は、現在のツリールートブロックの現在のクワッドツリー細分化単位
が、４つの更により小さい単位に細分化されることになること、すなわち、ｓｐｌｉｔ＿
ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｆｌａｇ＝１をシグナリングする。しかし、ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ
＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅがその他の可能な状態をとる場合、ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄ
ｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｆｌａｇ＝０であり、現在の単位が現在のツリールートブロックのリ
ーフブロック、すなわち、符号化単位を形成する。その場合、ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅ
ｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅの残りの可能な状態のうちの１つは、現在の符号化単位が統合の
影響下にあり、表１の３番目の列でｓｋｉｐ＿ｆｌａｇが１に等しいことによって示され
るスキップモードがアクティブ化されていることを同時にシグナリングする、上で説明さ
れた共通シグナリング状態を示す。一方で、現在の符号化単位の更なるパーティションが
生じないこと、すなわち、ＰＡＲＴ＿２Ｎｘ２Ｎが分割モードとして選択されることを同
時にシグナリングする。ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅはまた、スキ
ップモードが非アクティブ化で、統合のアクティブ化をシグナリングする可能な状態があ
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る。これは、可能な状態２であり、それは、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ＝０であるとともにｍｅ
ｒｇｅ＿ｆｌａｇ＝１である、非分割モードがアクティブである、すなわち、ＰＡＲＴ＿
２Ｎｘ２Ｎに対応する。すなわち、その場合、ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇは、ｐｒｅｄｉｃｔ
ｉｏｎ＿ｕｎｉｔシンタックスの中ではなく、予めシグナリングされる。ｃｕ＿ｓｐｌｉ
ｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅの残りの可能な状態において、１つ以上のパーティシ
ョンに現在の符号化単位を分割するこれらの分割モードについて、他の分割モードに関す
るインター予測モードは、シグナリングされる。
【０１３０】
【表２】

【０１３１】
　表２は、現在のツリールートブロックのクワッドツリー細分化に従って、現在の符号化
単位が可能な限りの最小のサイズを有する場合に、ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒ
ｔ＿ｍｏｄｅの可能な状態の重要性またはセマンティクスを示す。その場合、ｃｕ＿ｓｐ
ｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅのすべての可能な状態は、ｓｐｌｉｔ＿ｃｏｄｉ
ｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｆｌａｇ＝０による更なる細分化に対応しない。しかし、可能な状態０
は、そのｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ＝１であることをシグナリングする、すなわち、統合がアク
ティブ化され、かつ、スキップモードがアクティブ化されることを同時にシグナリングす
る。さらに、それは、非分割モードが起こること、すなわち、分割モードＰＡＲＴ＿２Ｎ
ｘ２Ｎをシグナリングする。可能な状態１は、表１の可能な状態２に対応し、それは、表
２の可能な状態２にあてはまり、それは表１の可能な状態３に対応する。
【０１３２】
　図１１～図１３の実施形態の前記説明が、すでに大部分の機能および意味を説明したが
、一部の更なる情報が下に示される。
【０１３３】
　１と等しいｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］は、現在の符号化単位のために（図の
４０を参照）、ＰまたはＢスライスを復号するとき、動きベクトル予測器インデックス（
ｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘ）以外のどんなシンタックス要素も、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［
ｙ０］の後に解析されないことを特定する。０と等しいｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ
０］は、符号化単位がスキップされないことを特定する。配列インデックスｘ０，ｙ０は
、画像の左上の輝度サンプルと関連して、考慮された符号化単位の左上の輝度サンプルの
位置（ｘ０、ｙ０）を特定する（図の２０を参照）。
【０１３４】
　ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］がないときに、０に等しいことが推定される。
【０１３５】
　上記の通り、ｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］が１に等しい場合、
　－　ＰｒｅｄＭｏｄｅは、ＭＯＤＥ＿ＳＫＩＰに等しいと推定される
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　－　ＰａｒｔＭｏｄｅは、ＰＡＲＴ＿２Ｎｘ２Ｎに等しいと推定される
【０１３６】
　ｃｕ＿ｓｐｌｉｔ＿ｐｒｅｄ＿ｐａｒｔ＿ｍｏｄｅ［ｘ０］［ｙ０］は、ｓｐｌｉｔ＿
ｃｏｄｉｎｇ＿ｕｎｉｔ＿ｆｌａｇを、そして、符号化単位がｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ［ｘ０
］［ｙ０］、ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］、ＰｒｅｄＭｏｄｅ、および符号化
単位のＰａｒｔＭｏｄｅを分割されない時を特定する。配列インデックスｘ０およびｙ０
は、画像の左上の輝度サンプルと関連して、符号化単位の左上の輝度サンプルの位置（ｘ
０，ｙ０）を特定する。
【０１３７】
　ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇ［ｘ０］［ｙ０］は、現在の予測単位（図の５０および６０、す
なわち、符号化単位４０の中のパーティション）についてのインター予測パラメータが隣
接したインター予測されたパーティションから推定されるかどうかを特定する。配列イン
デックスｘ０，ｙ０は、画像の左上の輝度サンプルと関連して、考慮された予測ブロック
の左上の輝度サンプルの位置（ｘ０，ｙ０）を特定する。
【０１３８】
　ｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘ［ｘ０］［ｙ０］は、統合候補リストの統合候補インデックスを特
定する。ここで、ｘ０，ｙ０は、画像の左上の輝度サンプルと関連して、考慮された予測
ブロックの左上の輝度サンプルの位置（ｘ０，ｙ０）を特定する。
【０１３９】
　図１１～図１３の前記説明において特に示されていないが、統合候補または統合候補の
リストは、本実施形態において、例として、空間的に隣接した予測単位／パーティション
の符号化パラメータまたは予測パラメータだけを使用して決定されるだけでなく、むしろ
、候補のリストも、時間的に隣接し、前に符号化された画像の時間的に隣接したパーティ
ションの予測パラメータを使用することにより形成される。さらに、空間的におよび／ま
たは時間的に隣接した予測単位／パーティションの予測パラメータの組み合わせは、使用
され、統合候補のリストに含まれる。当然、単にそのサブセットだけは、使用されること
ができる。特に、図１４は、空間的な隣接、すなわち、空間的に隣接したパーティション
または予測単位を決定する１つの可能性を示す。図１４は、例として、予測単位またはパ
ーティション６０、およびピクセルＢ０～Ｂ２およびＡ０～Ａ１を示し、パーティション
６０の境界５００に直に隣接した位置にする、すなわち、Ｂ２は、パーティション６０の
左上のピクセルに斜めに隣接し、Ｂ１は、パーティション６０の一番右上のピクセルに縦
に隣接して、Ｂ０は、パーティション６０の一番右上のピクセルに斜めに位置して、Ａ１
はパーティション６０の一番左下のピクセルの横に位置し、Ａ０は、パーティション６０
の一番左下のピクセルに斜めに位置している。ピクセルＢ０～Ｂ２並びにＡ０およびＡ１
のうちの少なくとも１つを含むパーティションは、空間的隣接を形成し、その予測パラメ
ータは、統合候補を形成する。
【０１４０】
　利用可能であった他の分割モードにつながるそれらの候補の上述の任意の除去を実行す
るために、以下の関数が使用されうる。
【０１４１】
　特に、候補Ｎ、すなわち、ピクセルＮ＝（Ｂ０，Ｂ１，Ｂ２，Ａ０，Ａ１）、すなわち
、位置（ｘＮ，ｙＮ）をカバーする予測単位／パーティションから生ずる符号化／予測パ
ラメータは、以下の条件のいずれかが真である場合に、候補リストから除かれる（分割モ
ードＰａｒｔＭｏｄｅおよび符号化単位の中の各分割を示している対応する分割インデッ
クスＰａｒｔＩｄｘについての図８を参照されたい）。
【０１４２】
　－　現在の予測単位のＰａｒｔＭｏｄｅは、ＰＡＲＴ＿２ＮｘＮであり、ＰａｒｔＩｄ
ｘは、１に等しく、輝度位置（ｘＮ，ｙＮ）（ＰａｒｔＩｄｘ＝０）と輝度位置（ｘＰ，
ｙＰ－１）（Ｃａｎｄ．Ｎ）をカバーしている予測単位は、同一の動きパラメータを有す
る。
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　　ｍｖＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｍｖＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
【０１４３】
　－　現在の予測単位のＰａｒｔＭｏｄｅは、ＰＡＲＴ＿Ｎｘ２Ｎであり、ＰａｒｔＩｄ
ｘは、１に等しく、輝度位置（ｘＰ－１，ｙＰ）（ＰａｒｔＩｄｘ＝０）と輝度位置（ｘ
Ｎ，ｙＮ）（Ｃａｎｄ．Ｎ）をカバーしている予測単位は、同一の動きパラメータを有す
る。
　　ｍｖＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｍｖＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
【０１４４】
　－　現在の予測単位のＰａｒｔＭｏｄｅは、ＰＡＲＴ＿ＮｘＮであり、ＰａｒｔＩｄｘ
は３に等しく、輝度位置（ｘＰ－１，ｙＰ）（ＰａｒｔＩｄｘ＝２）と輝度位置（ｘＰ－
１，ｙＰ－１）（ＰａｒｔＩｄｘ＝０）をカバーしている予測単位は、同一の動きパラメ
ータを有する。
　　ｍｖＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｍｖＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ－１］
　　ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ－１］
　　ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ－１，ｙ
Ｐ－１］
　　そして、輝度位置（ｘＰ，ｙＰ－１）（ＰａｒｔＩｄｘ＝１）および輝度位置（ｘＮ
，ｙＮ）（Ｃａｎｄ．Ｎ）をカバーしている予測単位は、同一の動きパラメータを有する
。
　　ｍｖＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｍｖＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
【０１４５】
　－　現在の予測単位のＰａｒｔＭｏｄｅは、ＰＡＲＴ＿ＮｘＮであり、ＰａｒｔＩｄｘ
は３に等しく、輝度位置（ｘＰ，ｙＰ－１）（ＰａｒｔＩｄｘ＝１）と輝度位置（ｘＰ－
１，ｙＰ－１）（ＰａｒｔＩｄｘ＝０）をカバーしている予測単位は、同一の動きパラメ
ータを有する。
　　ｍｖＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｍｖＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ－１］
　　ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ－１］
　　ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ，ｙＰ－１］＝＝ｐｒｅｄＦｌａｇＬＸ［ｘＰ－１，ｙ
Ｐ－１］
　　そして、輝度位置（ｘＰ－１，ｙＰ）（ＰａｒｔＩｄｘ＝２）および輝度位置（ｘＮ
，ｙＮ）（Ｃａｎｄ．Ｎ）をカバーしている予測単位は、同一の動きパラメータを有する
。
　　ｍｖＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｍｖＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
　　ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＰ－１，ｙＰ］＝＝ｒｅｆＩｄｘＬＸ［ｘＮ，ｙＮ］
【０１４６】
　この点に関して、位置またはロケーション（ｘＰ，ｙＰ）が、現在のパーティション／
予測単位の最も大きい画素を示す点に留意されたい。すなわち、第１の項目に従って、隣
接する予測単位、すなわち予測単位Ｎの各符号化パラメータが直接採用することによって
得られたすべての符号化パラメータ候補は、チェックされる。しかし、他の付加的な符号
化パラメータ候補は、それがシンタックスによってサポートされた他の分割パターンを得
ることになるであろう発生している各予測単位の符号化パラメータと等しいかどうかに関
して、同じ方法でチェックされる。ちょうど説明された実施形態によれば、符号化パラメ
ータの同一性は、動きベクトル、すなわちｍｖＬＸ、参照インデックス、すなわちｒｅｆ
ＩｘＬＸ、およびＸが０または１である参照リストＸと関連した、パラメータ、すなわち
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動きベクトルおよび参照インデックスがインター予測において使用されることを示してい
る予測フラグｐｒｅｄＦｌａｇＬＸの同一性のチェックを含む。
【０１４７】
　隣接した予測単位／パーティションの符号化パラメータ候補の除去についての前述の可
能性もまた、図８の右の半分に示される非対称の分割モードをサポートする場合には適用
できる点に留意されたい。その場合、モードＰＡＲＴ＿２ＮｘＮは、全て横に細分化して
いるモードを示し、ＰＡＲＴ＿Ｎｘ２Ｎは、全て縦に細分化しているモードに対応しうる
。更に、モードＰＡＲＴ＿ＮｘＮは、サポートされた分割モードまたは分割パターンから
除外されることができて、その場合、単なる第１の２つの除去チェックだけが実行されな
ければならない。
【０１４８】
　実施形態図１１～図１４に関して、イントラ予測されたパーティションを候補のリスト
から除外すること、すなわち、それらの符号化パラメータが当然に候補のリストに含まれ
ないことがありうることにも留意すべきである。
【０１４９】
　更に、それぞれ、３つのコンテキストがｓｋｉｐ＿ｆｌａｇ、ｍｅｒｇｅ＿ｆｌａｇお
よびｍｅｒｇｅ＿ｉｄｘのために使用されることができることに留意されたい。
【０１５０】
　いくつかの態様が装置に関連して説明されたが、これらの態様はまた、対応する方法の
記載も示すことは明らかである。ここで、ブロックまたはデバイスは、方法ステップまた
は方法ステップの機能に対応する。同様に、方法ステップに関連して説明された態様もま
た、対応するブロックまたは項目の記載または対応する装置の機能を示す。方法ステップ
の一部または全部は、例えばマイクロプロセッサ、プログラミング可能なコンピュータま
たは電子回路のようなハードウェア装置によって（または用いて）実行されることができ
る。いくつかの実施形態では、最も重要な方法ステップの１つまたは複数は、この種の装
置によって実行されることができる。
【０１５１】
　特定の実現要求に応じて、本発明の実施形態は、ハードウェアにおいて、または、ソフ
トウェアにおいて実行されることができる。実施態様は、各方法が実行されるように、そ
れはプログラミング可能な計算機システムと協動する（または協動することができる）、
その上に格納される電子的に読み込み可能な制御信号を有するデジタル記憶媒体、例えば
フロッピー（登録商標）ディスク、ＤＶＤ、Ｂｌｕｅ―Ｒａｙ、ＣＤ、ＲＯＭ、ＰＲＯＭ
、ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭまたはＦＬＡＳＨメモリを使用して実行されることができる
。従って、デジタル記憶媒体は、計算機可読でありえる。
【０１５２】
　本発明によるいくつかの実施形態は、本願明細書において説明された方法のうちの１つ
が実行されるように、プログラミング可能な計算機システムと協動することができる、電
子的に読み込み可能な制御信号を有するデータキャリアを含む。
【０１５３】
　通常、本発明の実施形態は、プログラムコードを有するコンピュータプログラム製品と
して実行されることができ、コンピュータプログラム製品が、コンピュータ上で動作する
ときに、プログラムコードが本方法のうちの１つを実行するように機能する。プログラム
コードは、例えば、機械読み取り可読キャリアに格納されることができる。
【０１５４】
　他の実施形態は、機械読み取り可読キャリアに格納される、本願明細書において説明さ
れた方法のうちの１つを実行するためのコンピュータプログラムを含む。
【０１５５】
　従って、換言すれば、本発明の方法の実施形態は、コンピュータプログラムはコンピュ
ータ上で動作するときに、本願明細書において説明された方法のうちの１つを実行するた
めのプログラムコードを有するコンピュータプログラムである。
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　従って、本発明の方法の更なる実施形態は、その上に記録されて、本願明細書において
説明された方法のうちの１つを実行するためのコンピュータプログラムを含んでいるデー
タキャリア（またはデジタル記憶媒体またはコンピュータ可読媒体）である。データキャ
リア、デジタル記憶媒体または記録された媒体は、一般的に、有形である、および／また
は、一時的でない。
【０１５７】
　従って、本発明の方法の更なる実施形態は、本願明細書において説明された方法のうち
の１つを実行するためのコンピュータプログラムを示しているデータストリームまたは信
号のシーケンスである。データストリームまたは信号のシーケンスは、例えば、データ通
信接続を介して、例えばインターネットを介して転送されるように構成されることができ
る。
【０１５８】
　更なる実施形態は、本願明細書において説明される方法のうちの１つを実行するために
構成された又は適合された、処理手段、例えばコンピュータまたはプログラム可能な論理
回路を含む。
【０１５９】
　更なる実施形態は、本願明細書において説明された方法のうちの１つを実行するための
コンピュータプログラムをそれにインストールされたコンピュータを含む。
【０１６０】
　本発明による更なる実施形態は、本願明細書において説明された方法のうちの１つを実
行するためのコンピュータプログラムを受信機に（例えば、電子的に、または、光学的に
）転送するように構成された装置またはシステムを含む。受信機は、例えば、コンピュー
タ、モバイル機器、記憶装置等でありえる。装置またはシステムは、例えば、コンピュー
タプログラムを受信機へ転送するためのファイルサーバを含むことができる。
【０１６１】
　いくつかの実施形態では、プログラム可能な論理回路（例えば論理プログラミング可能
デバイス）は、本願明細書において説明された方法の機能の一部または全部を実行するた
めに使用されることができる。いくつかの実施形態において、論理プログラミング可能デ
バイスは、本願明細書において説明された方法のうちの１つを実行するために、マイクロ
プロセッサと協動することができる。通常、本方法は、好ましくは、いかなるハードウェ
ア装置によっても実行される。
【０１６２】
　上記実施形態は、本発明の原理のために、単に示しているだけである。本願明細書にお
いて説明された装置および詳細の修正及び変更が、他の当業者にとって明らかであるもの
と理解される。従って、間近に迫った特許請求の範囲だけによって制限され、本願明細書
における実施形態の記載および説明として示された具体的な詳細によっては制限されない
という意図である。



(47) JP 6258704 B2 2018.1.10

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７ａ】

【図７ｂ】



(48) JP 6258704 B2 2018.1.10

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】



(49) JP 6258704 B2 2018.1.10

【図１３ａ】 【図１３ｂ】

【図１４】



(50) JP 6258704 B2 2018.1.10

10

20

30

40

フロントページの続き

(72)発明者  ヘレ　フィリップ
            ドイツ連邦共和国　１４１２９　ベルリン　アレンショオパー　ツァイレ　４
(72)発明者  オーディン　ジーモン
            ドイツ連邦共和国　１０２４５　ベルリン　ゾイメシュトラーセ　２９
(72)発明者  シュテーゲマン　ヤン
            ドイツ連邦共和国　１０２４５　ベルリン　ジンプローンシュトラーセ　５５
(72)発明者  ブロス　ベンヤミン
            ドイツ連邦共和国　１０２４５　ベルリン　ガーブリエール－マックス－シュトラーセ　１７
(72)発明者  マルペ　デトレフ
            ドイツ連邦共和国　１２１６１　ベルリン　ズートヴェストコルソ　７０
(72)発明者  ウィーガント　トーマス
            ドイツ連邦共和国　１４１９５　ベルリン　オットー－アペル－シュトラーセ　５２

    合議体
    審判長  篠原　功一
    審判官  清水　正一
    審判官  鳥居　稔

(56)参考文献  Ｔｅｓｔ　Ｍｏｄｅｌ　ｕｎｄｅｒ　Ｃｏｎｓｉｄｅｒａｔｉｏｎ，Ｊｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａｂ
              ｏｒａｔｉｖｅ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）　ｏｆ　ＩＴＵ
              －Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３　ａｎｄ　ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１　２ｎｄ　
              Ｍｅｅｔｉｎｇ：　Ｇｅｎｅｖａ，ＣＨ，２０１０年１０月６日，［ＪＣＴＶＣ－Ｂ２０５＿ｄ
              ｒａｆｔ００７．ｄｏｃ］，ｐｐ．６１－６５，７８－８１，１０６，ＵＲＬ，ｈｔｔｐ：／／
              ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／
              Ｉｌ－Ｋｏｏ　Ｋｉｍ，　Ｔａｍｍｙ　Ｌｅｅ，　Ｗｏｏ－Ｊｉｎ　Ｈａｎ，ＴＥ１１：　Ｒｅ
              ｐｏｒｔ　ｏｎ　ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔ　３．２．ｃ：　Ｃｈｅｃｋ　ｓｋｉｐ　ａｎｄ　ｍｅ
              ｒｇｅ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ，Ｊｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉ
              ｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）　ｏｆ　ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３　ａｎｄ　ＩＳ
              Ｏ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１　３ｒｄ　Ｍｅｅｔｉｎｇ：　Ｇｕａｎｇｚｈｏｕ
              ，ＣＮ，２０１０年１０月２日，［ＪＣＴＶＣ－Ｃ１９９］，ｐｐ．２，ＵＲＬ，ｈｔｔｐ：／
              ／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／
              Ｂｉｎ　Ｌｉ，　Ｊｉｚｈｅｎｇ　Ｘｕ，　Ｆｅｎｇ　Ｗｕ，　Ｇａｒｙ　Ｓｕｌｌｉｖａｎ，
              Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　ｒｅｄｕｃｔｉｏｎ　ｉｎ　Ｃｂｆ　ａｎｄ　Ｍｅｒｇｉｎｇ　ｃｏｄ
              ｉｎｇ，Ｊｏｉｎｔ　Ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｖｅ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎ
              ｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）　ｏｆ　ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ３　ａｎｄ　ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ
              １／ＳＣ２９／ＷＧ１１　３ｒｄ　Ｍｅｅｔｉｎｇ：　Ｇｕａｎｇｚｈｏｕ，ＣＮ，２０１０年
              １０月１１日，［ＪＣＴＶＣ－Ｃ２７７］，ｐｐ．５

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N 19/00 - 19/98
              H03M  3/00 - 11/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

